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寮 1 牽 序説
1 .1 娃 じめ に
平鹿印刷巌 で は ､ イ ン キ の 付着する画像審と付着しない 葬 画像寮萎ま実質的毒=萎ま同 じ高き
で あり ､ 画像 乱 舞画像審の 界面了ヒ学的性質の 遠い妄こよ毎度商量こ選択的 にイ ン キ が紺著し ､
印刷が な きれ る ¢ 画像繋 が親油性 ､ 穿菌像部 が親泉性 で 轟 哲､ 湿 し漉 と よば れ る Ji?豊 の 漆
旗物を含む永をイ ン キを緒著さ せ る前妄こ底面妄こ尊える ¢ 永は 観衆性の 葬薗壕審 の みを=付着
し ､ 親油性 の 画像蕃妄こ娃付着 し憩い o 次看こ親洩性の イ ン 卑 を厳 商量≡考え る と､ 永 の 緒著 し
て い る葬画像 容量こはイ ン キ萎ま柑著せ ず ､ 永の 付着 して ない 親書由軽 の 画像 審の みを≡イ ン 率 は
付着 し ､ 版 商量こイ ン キの 画像が影成され､ 坪嗣 がなき鈍 る o 平鹿は 凸巌 草 野儀の よう葺こ､
巌 面を凹凸に す る必要が な い の で ､ 製巌 が簡単で あり ､ 高画質の 坪嗣 が 可能で あ るた め ､
坪別 の 主涜 をな して い る o
本研 究汝親永牲 の 表面を提供する ケイ 酸塩処理 に よる平鹿罪画像部 の 形成およ ぴ 軍旗画
像審 ･ 葬画像部 の 界面化 学的性質に関する亀の で ある o
i. 空 軍旗印劉旗
印 翻厳 に は 凸版 ､ 田儀 ､ 平鹿､ 孔巌 の 4種類が 轟る｡ 凸版で 娃g5 審､ gB放で萎ま田部看=イ
ン キ が付着 し､ 孔巌で は孔 か らイ ン キ が押 し出き れ る o 平版はイ ン キ の 緒著す る部分 若画
像 怒きy とイ ン キ の 付着 しな い 客分 (葬画像審) は実質的書こ娃 同じ高 きで ある 軌 表面 の 界
面免学埼性質 が異 なる ｡ す奄わち､ 平鹿 の 画像蕃娃親油性 で葬画像普は 親永桂 で ある ｡
王Trl喝e area 紬転)
Hydrophobie
恥 持-董rmge 急Te急宅D金野 e表毒ngs oは毛ioriき
Hydrop畠il董e
野短･1･1 L 独唱faPhiep血 血g pla!e
平鹿 の メ カ ニ ズ ム ､ すな わち薗像部 にイ ン キが付着 し､ 葬画像繋妄ニイ ン キ が緒著 し怨もヽ
理 由に つ い て 紘基本的に 娃次の よう蔓こな る o 平鹿で 汝イ ン キを底 面蔓ニ与える前をこ ､ 浸 し永
- 呈 -
を巌商量こ与え るが ､ こ の とき湿し療法蔑凍佐助 葬 画像部 の み蔓ニ狩著し ､ 親油性の 薗像 審妄ニ
紋付著 しなも駕｡ 次に ､ イ ン キ を巌面をこ与え ると イ ン キ萎ま浸 し喪 で 弟廃 わ 艶 て い る非画像審
へ 娃付 着せ ず､ 湿 し療の 存在 しなを㌔画像澄の み妄ニ緒著する ｡ 浸 し泉 鷲 患 翁われ藍葬 画像審
にイ ン キ が付着 し恋 い の 娃券 面像容量こイ ン キ ロ - ラ - が接 したとき､ 界 面渡部とイ ン 考 ロ
ー ラ ー の 間をこ湿 し永が存在する た め ､ イ ン キ ロ ー ラ - の イ ン 率 が 直接 罪画像部をニ接触 曹 ず ､
イ ン キ ロ - ラ … が非画像解 か ら離れ るとき ､ 永廉書こ患い て 分裂 が起 芸 るか ちで あ る o した
が っ て ､ 非画像奇 抜森厳 が影成で きる よう親永牲 で な春子れ萎まならず ､ 他 方 ､ 画像寮接 湿 し
永 が付着 し急い よう東嶺経で な墨子れ ばならな い ｡ 平版葬画像審 の 表面特性 として ､ 監a elb呈
gら
l)2)およぴSehl急Pfe p3'は 界葡 エ ネノレギ - の 面か ら湿 し薮 がイ ン キ と罪密漁者の 筒蔓こ存在
する条件を考え､ 葬画像部 で は湿し永が葬画像寮 とイ ン キの 界面を広 が る場合の 鼓 蕪孫敢
が孟 で ある こ と､ ずなぉ ち､ 湿 し永がイ ン キと葬画像部の 閤蔓ニ薄霞 ずる ときの 状蓉 の 芳が
存在 しな い ときの 状態 に比 べ て 系の 界面 エ ネ)レギ - 汝低下ず る こ とと して い る o
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一 般 的な平版印麟蔵 紋表面処 理され たア ル ミ ニ ウム 蔵上に感 光層 が塗布さ艶てもぅ る ｡ こ
の よ うな 印銅版汝 P S巌 宅pT e S e n Si毛i盗e盛 pia七eき とよ ぱれ る o ポ ジ ブ イ]レムを費用 して
露光す るP S巌をポ ジ型 P S版 とい い ､ ネガ ブ イ]レム を鍾摺 して 露光を する㌘ S巌 をネガ
一 望 -
型 ㌘ S態 とい う e ポ ジ望 P S簸で萎ま光照射 きれ 恵客分 の 感光層漆芸現像液蔓こ海鮮 し､ ネガ聖
㌘ S簸で 娃 光が照射 さ純 ない 奇骨の 感覚層 が現像液蔓こ溶解する｡ 感光層が 現像液書こ溶解 せ
ずをこ残存 した奇骨汝 親油性 の 画後 轟で あり､ 感光層が 溶解 して 現れ た ､ 表面施理 され 藍ア
ル ミ ニ ウム 表面 が葬画像部 とな る o ポS)
*
型 P S鹿 の 感覚層 絃o- キ ノ ン ジア ジ ド系化合物で
あ り ､ ネ ガ聖 P S患の 感光層 に は ､ 主と して ジ ア ゾ樹藤 とよぱ れ る ジア ジ ニ ウム 塩 が用 い
ら鈍る o
近年 ､ C T P宅co叩tl七e ㌘七o p呈畳もeき 用 の 平版 坪麟蔵 が増為口して い る o C T P 萎まコ ン ピ
ュ ー タ で 作成 し たデ ジタ ル デ - 夕を直接厳封をこ出力 して 坪都農を作製する方式で ある o ∈
T P用 事巌 坪刷版 には 可視光 レ ー ザ - で ス キ ヤ ニ ン ダ露光する光モ - ド書記録 用と赤外線 レ
ー ザ ー で ス キ ャ ニ ン グ露光 する熟モ ア 拝記専用 忽 どが あ る
蛸
o 尭モ ー ド記録用 に汝感光材
料 と して ､ 高感度 フ ォ トポリ マ ー ､ 銀塩 ､ 光導電捧な どが便招きれ る ｡ 熟 モ - ド喜己録用 で
娃熟 に より発生 した酸 によ り架橋性樹巌が 架橋 し環濠液書こ不溶化 するタイ プ ､ 熟妄こより廃
棄結合が破壊 き れ 溶解牲が 向上 し､ 現像液妄こ溶解 するタイ プな どが 凝る e
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C T P平鹿 印都農 と して ､ 現在 あまり使用され てらぅない が ､ 直接型平蔵時局弓巌 があ る｡
直接型平版 娃親東経 の 支持俸表面 に直接平鹿 の 画像番 と象る親油性物質を付着させて 樗袈
され る平鹿 で ある｡ 支持錐 と して 娃 耐永化処理 ､ 畿永化処理きれ恵窺およぴ プラ ス チ ッ ク
フ イ ル ム が硬濁 されて ら1る ｡ 支持体表面看ま平鹿の 葬画像審と 怒 る審分 で あるの で 競演性で
あ る こ とが遜要で あり､ 酸化亜鉛 ､ シリ カ ､ 酸危 チタ ン などが バ イ ン ダ ー と共をこ塗布さ れ
て い る
鮒
｡ こ の 面に対 して ､ 溶融聖熱転写法 ､ 電子琴 案法､ イ ン ク ジ ェ ッ ト法恕 ど蔓こよ短
観油性画像が 形成さ れる｡ さ らに親油性画像が形成きれた後､ 非画像審の 親永牲 を高め ､
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湿 し永を符 著しやすくす るため 不惑落花処 理 が施 き艶 ､ 印麟 喝態 となる o 直接整 軍旗萎ま袈
巌 エ 程が簡 単で あり 安蔵 で ある ため ､ 軽碍飼 の 分野毒ニおを1て 使 われて い る ¢
近年､ レ - ザ - 熟溶融転写技術 の 発達蔓こより ､ 高画質g)親藩軽嘗濠 の 転写 が 可能 に なり
帥 3き
､ レ ー ザ ー 熟 溶融転 写法によ る直接竪琴坂野駒凄 の 将来の 発展恵蓋期待き艶て も､る o 轟
措型 平蔵妄こは現違 ､ 鶴 ､ プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム が巌樹 と して 浸摺 きれ て もヽ る 軌 紙 ､ プ ラ
ス チ ッ ク フ イ)レムを版材 とした姦描聖軍旗 は ､ 洋画像審 の 観衆牲の 強き ､ 保永性 ､ 画像部
財 と の 接着性な どの 点 で ､ - 般的な 平版印飼鹿で ある ア ル ミ ニ ウ ム を厳封 と し たP S厳暑こ
劣るため ､ イ ン キ と湿 し永 の供給の コ ン トロ ー ル などの 坪毒召し草すき ､ 画質 ､ 耐飼性 の 面
で P S巌 に 劣る o イ ン キ七 浸 し永の 供給の コ ン トロ ー ル の しやすき接 鐸解され る飼慮 の 再
現性な ど画質 にも影響 する o そ こ で 直接型 平鹿の 儀樹をこもP S儀と 同様 の 表面処理 を した
ア ル ミ ニ ウ ム を使用 すれ ば ､ 飼点再現性 が漫好で 坪麟 しやすい 平鹿 坪都農が得 ち れ る ≡ と
が 期待さ れる o ア ル ミ ニ ウム 板絵 高価で ある こ と など の 理 由で 紹 直接 翌畢巌妄こは 紙や プ ラ
ス チ ッ クが 度われ る が ､ レ ー ザ - 熱転写法 に よ る画像 の 高画質稚妄こよ り ､ ア]レミ ニ ウ ム を
厳封として 使 用 すれ ぱ ､ 高画質で P S版 に匹敵 する印 刷 しやすさを備 えた直接空軍慶 の 作
製が 可能とな り､ また ､ 耐朗性の 向上も考えられ ､ 直渚空軍版 の 鍾用 さ れ る分野の 抵 大が
期待され る o
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1.3 平鹿葬画像部 の 構成
現在 ､ 金属を旗材 とす る平鹿印刷版妄こは ア ル ミ ニ ウム が便周されて い る o ア]レミ ニ ウ ム
は軽 量 で 強度 があ り､ ま た ､ ア ル ミ ニ ウム 表面 の 界面化学的軽 質も平版葬 画像部に適 して
い る ｡ ア ル ミ ニ ウ ム の 永 申にお狩 るパ ラ フ ィ ン 義 よぴ オ レイ ン酸の パ ラ フ ィ ン 溶液の 接触
角 法網 ､ ニ ッ ケ ル ､ 銀 に 比 べ て 高ilS''6'､ こ れ ら の 金属に 比 べ 親永軽 が 強く 平鹿 罪画像部
に 適する¢ こ の よう に ア ル ミ ニ ウム萎ま他の 金属妄こ比 べ て 喪妄こ対 する親和性娃 高 い o し顛 し ､
金属酸才b 物の 表面娃 高 エ ネ ル ギ - 表面で あり ､ 有機物も吸着し草す い e し急が っ て ､ ア ル
ミ ニ ウム 表面も平版葬画像部書こ適 した表面とするた め に 披親永化処理 を施 す感要 がぁ るo
P S厳 に任用 され る ア)レミ ニ ウム壕妄こ娃平版葬画像部 と して の 適性を備 える ため ､ 瀦よ
ぴ 画像審 とな る感光層 の 接着性を高め る た 捌 こ親 衛化遇 乳 降壇酸化処理 ､ 親永イb 処理 恕
どの 各種の 表面処理 が蔑 きれ る 摺
- 21)
｡ 辞画像 審と して の 採蔑軽を与 え るた め と ､ 授錯効果
を這より感光層 の接着性を高め るため ､ 表面は海 面化処理 され る か 泣きo 艶薗化 娃機械研磨 尊
電解研磨に より奄され る o そ して ､ 粗面化き れた表面書こ対 し､ 陽極酸化処理 がなされ る o
陽極酸化蔓こ.は電解液と して 硫酸やリ ン 酸が使 用き れ ､ 多孔質の 酸化皮膜が 形成者れ る
醜
｡
こ の 酸稚皮膜萎ま､ 感光層 の 接着性 の 南上 ､ 非常健寮 の 摩耗 の 軽減､ 深永性 の 向上蔑 どの 役
割を改す｡ 親療化処理 披 ､ - 般 時に汝 ア ル カ リケ イ 酸塩喪溶液妄ニア)レミ ニ ラム 夜を浸 せ き
する こ と蔓こより ､ ア ル ミ ニ ウム 嚢膏蔓ニケイ 酸質の 皮膜を形成する ､ シ i) チ - ト処理量こ より
なき れ る 欄 桝 e'◎ ジア ゾ ニ ラム 塩感光層 を有 する ネガ型㌘ S旗 の 場合に 娃 ㌘ S巌 の 製造段
階で ､ シリケ - ト処理さ れ ､ 感光液 が塗布きれ る ｡ o - キ } ンジ ア ジ F系感光層を有するポ
ジ型 P S巌の 場合 には ､ 現像液に ア ル か) ケイ酸塩 を使馬 し､ 現像 エ 穫をこ盤 をヽ て ､ 感光層
が溶 出して 現れた ア ル ミ ニ ウム 表面に対 して ､ シ l) チ - ト処理 が なされる¢ シ リ ケ - ト処
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獲 き れ た表面法 泉永蛙が 強く ､ 平鹿葬画像穿 と して 適 して い る とき れて い る
3iき
o シ l)ゲ -
ト処理蔓こ より生 じる ゲイ 軽質の 膜 辻表面妄こ永素結合性 の 強い シ ラ ノ 00 舟 基 S 皇 O H が存在
し ㌔ こ れ妄こ鹿 骨子 が永素結合 する 蛾 o
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一ア ル ミ ニ ウム 以外 の 葬画像寮で 娃 ､ 銀塩を感光瀬 と して 用 い た高感度平鹿 に お い て ､ 親
泉桂ポ リ マ - に より表 面為日エ きれ た ゼ ラ チ ン層 が用 い られ る3之き¢ 画像審娃還元 されで 生 じ
た 金属銀で ある ｡ また ､ 酸1ヒ亜鉛光導電体 を 劉 ､た電子 琴薬方式 軍旗 印刷厳 で蔓孟酸才b亜鉛
層が葬画像潜 とな る蛸 昏 画像酪は トナ ー で ある ｡
1暮尋 ケイ酸壇塾理 に よ るア ル ミ ニ ウ ム 表面 の観衆化
空気中で 娃 ､ 金 を除も穏 ほ とん どの 金属 表 酎 こ酸化皮膜 が存在 する o 金属翁よぴ 金属酸
見物の 表面蛮力娃数百扱ぎi現恵ゝら教予感/放で あり ､ 高 エ ネル ギ ー 表面とよばれる o し急が っ
て 物質が 吸 着 しやすく､ 空気中の 金属表面 には永 や有機すb 食物が 吸着 し､ 表面 エ ネ 舟 ギ -
を鏡下 きせ で い る ｡ 有機稚食物の 吸 着汝金属表面 へ の 永の ぬ れ牲 を低 下 きせ る ｡ 有機粍食
物 の 吸着の 蛮い 金属表面娃療妄こぬれ やすい 軌 金属表面に 汝永 の 飽妄こ有線才ヒ食物奄吸着 し
やすく､ 金属表面を空気中妄こ農管すると､ 有機化食物の 吸着蔓こより永 の ぬ れ牲萎ま慈下 する 母
したが っ て 永にぬ れやすい 豪商蔓こするため妄こは 親永化 処理を施 し ､ 有機化食物に比 べ て漉
が付着し帝ずも1表帯 に しなくて 娃ならな い ｡
ケイ 酸壕書こよる ア ル ミ ニ ウ ム 表面の 親永化処 理 は平鹿葬膏壕 怒妄こ対 する処理 の 亀蔓こ､ 空
調機用熱交換器の ア)レミ ニ ウム フ ィ ン財 に磨 い て 行わ れてもヽ るき 桝 6'昏 こ れ 娃結露蔓こよ る蓬
風 効率の 窓下 を防(･ 恵 め ､ フ ィ ン表面を親永托 し､ 表面皐=薄 い 廉廉 が で きる よう毒こする 藍
- ? -
め で あ る ｡ こ の 場合の 麹 考娃 永ガ ラ ス を塗布 ､ 乾燥 して タイ 軽質の 慮漠 を彩威す るもの 習 ､
平蔵洋画像審 の 処理 の ケイ酸竜泉溶液妄こ浸 せ きする こ とをこよ 哲タイ 酸賢慮腰を形成 するの
と看孟異な る｡ ケイ薮塩永溶液妄こ浸せ きする こ とをニよる ア)レミ ニ 申ム 表面 の 親喪才ヒ法学蔑葬
画像部 に適用 きれ る他姓 例 がみ あた ら恋 い 8 また ､ 研究も極 めて 少なく ､ タイ 酸塩喪溶液
毒ニ ア)レミ ニ ウ ム を浸 せ き する こ とをニよ り どの 程度の 濃厚の ゲイ 酸質 の 漠が生 じるの か 奄 ど
わ か っ て い ない o ま た ､ 本研究で は ケイ酸 チ トリ ウ ム 永溶液を電解液と して 降壇 の ア)レミ
ニ ウ ム また法 網妄ニケイ 酸賢慮膜 を電着 して い るが ､ こ れらに つむ1て の 研究亀ほ とん どみ あ
たらない o
1. 5 奉研究a3目的
近年､ コ ン ビ 且 一 夕 の 発達と共妄こ製巌 エ 穫 の簡略すヒが澄 み ､ コ ン ビ ュ - タ で 処理 きれ た
画像情報を巌材 に直接 出力する こ と に より平板印駒版を作製 する方法で あ るC T P が達農
して い る ｡ こ れに使用さ れ る厳封は 感光材を有ずる奄の が 多い が ､ 坪嗣競作製 の 簡単きの
薗か ら､ 親油性画像溶射 を巌材に付着させ て 親油性 画像を直接影威する 豪措型平底 印刷蔑
も ､ 形成 され る画像 の 高 画質化と と毎 に発展 が期待きれ る◎ 特妄こ レ - ザ - 熟溶敵転写 法に
よ
`
る 直描 聖平版 は高画質の 画像が形成きれ るた め ､ 今後 の 発展 が期待きれ る ｡
現在 ､ 直措 堅牢儀 の鹿確那こ娃耗 ､ プラ ス チ ヲ タ フ ィ ル ム が伺 い られ 蔦 非常鹿部は バ イ ン
ダ - と異星こ塗 布された 酸イヒ亜鉛な どが使用 きれ て い る の で ､ 発酵後番 の 親喪性 招 強姦 ､ 保
喪牲 がア ル ミ ニ ウ ム を厳封 と した通 常の 平版印刷版 (P S巌=こ比 べ て 劣 う ､ 野桶野障､
葬画像審蔓こイ ン キが付着.しやすi ､ イ ン キ と湿し永の 供給の コ ン トロ
- ル が P S慶喜こ比 ぺ
て 乾 しく な っ て い る ◎ イ ン キと湿 し永の 供給の コ ン ト ロ - ル の し率ずき萎ま坪嗣きれ る網盛
の 再現性な ど画質に も影響 する ｡ ま た ､ 紙 ､ プ ラ ス チ ッ ク フ イ]レムを巌樹とする直接璽平
鹿 娃親永性 物質が塗布 きれ た表面妄こ親油性密漁春樹を付着き せ て い るな どの 点か ら南朝性
患者 るo
そ こ で ､ 直接聖平鹿 に磨い てもア ル ミ ニ ウ ム を感材と して 凌用ノし､ 罪画像部を窺凍1b 処
理 した ア ル ミ ニ ウム 表面とすれ萎ま､ 従来の ㌘ S厳 に匹敵するよう な親療軽 の 蔑も1平鹿葬画
像審をこ適 した表面が得 られ ､ 印麟 しやすい 軍旗が停袈で き､ 画質の 南上蔓こぁ つ な畠登る と考
えられ る ｡ ア)レミ ニ ウム を費用する通常の 平鹿 の 場合 ､ 葬画像昏萎ま主と して シ リ ゲ ー ト麹
饗をこより形成され る親永牲 の 強 い ケ イ 酸質皮膜 が利用きれ て い る17きo 直繍空事蔵に患 い て
も ､ ケ イ酸 質皮膜を葬画像寮 とすれぱ 時節 しやすい 平版が 作製で きる と考え ち鈍 る ｡ 這 の
場合 ､ 経 営危処理 ､ 陽極酸化逸聾 した 薗にケイ 資質鹿渡を形成すれば ㌘ S巌と同 じ表面をこ
象り ､ P S版 と同様に優 れ た印刷性 を示す｡ 画像審材 の接着性も海面化 争降壇酸碓蔓こより
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向上 し､ そ の結果 ､ 耐嗣桂 も南上 する と考え られ る o ま た ､ ヨ ス ト鑑下 の 面畠去ら､ 粗商才b
処理 ､ 陽極 軟膏ヒ処 理 を施 して な い ア1レミ ニ ウ ム 裏面に タイ 軽質皮膜を形成 して 竜 ､ 紙率 プ
ラ ス チ ッ ク を厳粛 と する 直渚翌平鹿より亀､ イ ン キ､ 湿 し永 の コ ン ト ロ - ル が し奉ずiな
り ､ 画質も向上 する と考えられる o
直接聖平版をこお い て は親洩牲画像 春樹を平蔵葬膏線番とな る蔵相表 面毒こ緒着きせ る o 厳
樹表面をあらか じめ親永化 して おくと親油性画像番線の転写軽 ､ 接著蜂 の 薗で不和 で ある ¢
した が っ て ､ 親書由牲画像部材転写後 に画像紫野が転 写され て ない 罪画像 審表面の み を親療
化す るの が ､ 画像部宥の 転写軽 ､ 接着性の 薗かち有禰 と怒る ｡ しか し､ こ の 場合製巌時 に
浅永化逸理 がなきれ るの で ､ 短時間で簡単に処理 で きる こ とが望ま しい o 非画像審 の み ケ
イ 軽質皮膜を有 する 直描墾平鹿を囲蔓こ示す o F重富事ま.7萎ま清浄化処理 の み を施 した ア)レミ ニ
ウ ム を厳 封と した 巌 ､ Fiぎ.1. は 親藩化喪 よび 陽極酸ib処理を施 した ア 施 ミ ニ ウ ム を厳粛
と した巌で ある ｡ 本研究で 娃 ケイ 酸境遇理蔓こよ る競演ib を調 べ る た 敵 組薗4ヒ盛 理 ､ 陽極
酸化処理 を施 して ない ア ル ミ ニ ウ ム 表面 に対して ケイ 酸塩に よ る麹理 を行 っ た o た だ し ､
ア ル ミ ニ ウム 箔 の 無光沢面を使用 した場合娃 ､ あ る程度の 粗 き を有 する表面とな る ｡
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平底非画像怒 の た めの ア)レかj ケイ酸塩処理量こ つ い て萎ま研究は 少数く､ 愚理条件 の 逸理
きれ た表面の 性質 へ の 影響な ど明らか妄ニきれ て ない ｡
本研究の 主 な目的娃 ア) レ尭 リグイ 酸壇をこよ る遇理 で短時間で 簡 郵 ニ平版罪 画像部妄三適 し
た競演性 の 表面を形成す る こ と ､ お よぴ 轟獲 き れ た表面の 畢巌葬蘭像部妄=閲 し藍性質を調
べ る こ とで あ る ¢ タイ 軽質皮膜 が影威さ れれ ば膏像審財と しで 費摺きれ る飼でも軍旗罪牽
像審 と成り得る と考 えられ る の で ､ ア)レミ ニ ウム だ蔓ブで は恕く飼養薗 へ あタイ 軽質塵渡の
形成を試み たo 錦は 多層平蔵 の 画像部 として 用い ちれる金属 で あ るの で ､ 飼養葡畠 軌 画
像審と して 硬用可 能で あり ､ 飼養薗妄=転写きれた親油性画像密封が 野萄那ニおい て 摩耗な ど
の ため 消失して も､ 画像審と して 機能 する こ と が考 えられ る ｡
ア ル ミニ ウム に対 するケ イ 酸壕処理 で 娃 ケイ 酸ナ トリウム 漉溶液をこ浸せ きする こ と墨ニ よ
る処理 お よぴ ゲイ酸 ナ
′
トリ ウム 廃車液を ア 舟 ミ ニ ウム を陽極 として電解 する こ と毒ニよ る処
理妄こ つ い て 欝 ぺ た o 軌こ対 する処理 で 法網 を陽極と して ケイ 酸チトリウ ム 盤よぴ ケイ 酸カ
7) ウム 永溶液を電解 する こ とに よる適確 に つ い て 調 べ た ｡
本研 究の もう - つ の 目的は ､ 平版をこお い て ､ イ ン キ の付着 する表面と付着 し恋 い 表面萎ま
界面化学的蔓こ どの ような辛目遷 がある の か調 べ る こ とで 轟る o こ れ萎ま､ 種 々の 新 しい 平鹿の
閉篭 にお い て ､ 画慶怒溢 よぴ 葬画像部 に用 い る財料 の 選択に 役立 つ と考え る ｡
1. 6 本論真の 構成
本論女はl･序 説 ､ 2･ 固体表面 へ の イ ン キ の 付着 に 及ぼず蔑 の 影響 斗 3. 直接空 軍鹿 野麟
巌作製 の ため の ア)レミ =
.
ウム 壕の シ りケ - ト処 乳 尋. 直接墾平版 印刷版作製 の ため の ア]レ
ミ ニ ウ ム 表面 へ の ケイ軽質皮膜 の 電着 ､ 5･ 軍旗 葬画像 普形成の 恵 めの 飼養葡よ へ の タイ軽
質皮膜 の 電 敷 6･ 結論 ､ の 全 6孝義ゝら構成 され て い る ｡ 以下をこそ の 概要を述 代 る e
第2牽 で は ､ 軍旗 の 画像慈 と葬膏濠潜 に関する基礎的な研 究と して ､ 固体表面の 界 面危
学的性質 と ､ 永を 固体表面をこ与えた後 のイ ン キ付着牲 に つ い て 調 べ る ｡ そ して ､ 固体 の 表
面蛮力 の 極性カ成分の 雇 が大きくな るとイ ンキが 紺著 しに( くな る こ と ､ また ､ 湿 し永の
表面蕪 カが底くなるとイ ン キが 付着 し妄こく くな る こ とを示 す¢
賓 3牽 で は ､ ア ル ミ ニ ウム夜 をケイ 酸ナ トリウ ム 東凄液に浸 せき して 処理する シリ グ -
ト処理をこよ るア ル ミ ニ ウム表面の 親療化 に つ い て 調 べ ､ 直凍空軍巌葬画像部 へ の 応摺 を検
討 ずる¢ 轟獲きれ た試料の イ ソ オクタ ン 申の 療の 接触 角汝逸理温度3O
卓
e以上で 汝大き奄 変
化萎まなく､ 貯C以上 で処理 して も濃淡性の 程度をこ娃 あまり差萎まない こ とを示すe また ､ 彰
成きれる ケイ資質皮膜 の 凝厚奄示 す¢ きら に ､ シ リ ケ - ト慈増され た豪商を発画像 配 電
手 写裏方式 プ リ ン タに よ り転写 され る トナ - 画像を画像穿と ずる野飼旗 を汚梨 し､ 印刷就
- 呈8 -
寮を行 い ､ シ リ ケ - ト処理き艶 た 豪商書こ トチ 一 顧凌を転写すると 印麟妄ニ患 い ぞ は く 離 し草
すくな り ､ 画像資財の 接着性 の 薗からは 画像審材を転写軽量≡ シ リ グ - 卜処理 ずる方法が適
する こ と を示 す｡
築 4牽 で は ､ ア]レミ ニ ウム を厳粛 とした直措墾平蔵 野屠考版の 作製蔓ニおい て ､ 親油性 の 画
像を形成後 ､ 短時 間で 葬画像怒を親 郎ヒする方轟として ､ ケイ酸 チトり ウム 衰溶液 を電解
液 として の ア ル ミ ニ ウム 表面 へ の ケイ酸 賢皮巌 の 電着を検討ずる｡ 短時 間の 電着で 親療牲
で イ ン キ が 付着 しない表面が 得られ る こ と､ 幾永桂皮漠の 形成看こ及ぼす浴電圧 の 影響は 大
きい が ､ 電着時間 の 影響蔓豊かき い こ とを示すe SiOd馳豊は の 東きい ゲイ 酸チ ト寺プラム 溶液
姪 どケイ 酸 質皮膜 が形成きれ草すい こ とを示すo
第 5牽 で萎ま､ 壷措 型平板 へ の 応用の ため ､ ケイ 酸チ トリウム 翁よぴ ゲイ 酸 類リウ ム 永溶
液を飼 を陽極 と して 電解 し､ 飼養蘭書ニケイ 酸質度膿 を形成する こ とに よ り も 軍旗葬 画像潜
に 適 した 表 面を形成 する こ と を検討する o イ ンキ の 付着 し急 い 親東経の タイ 軽質 頻 度巌 が
短時間で 飼表面をこ形成され る こ とを示 すo ま た ､ 電着さ れた ケイ 軽質慶巌 の 平鹿罪画像審
と して の 耐嗣牲 ､ よ ごれ牲 に つ い て 調 べ ､ 線状托 しな い 範囲で厚く電着きれ た度鷹 が 平蔵
非 常優怒 と して適 して い る こ とを示すe
`
第 6牽 で 娃以上 述 べ て きた 本研究か ら得 られ た成果をま と めて 結論 とする 8
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貫 之葦 固体表面 内 の イ ン 卑の 柑薯 に 及 ぼす凍舜 影響 = 2き
2.1 は じめ に
平版 は 凸版や 田儀と違 い ､ 同 - 平面上に 画像審と非画像藩が あり ､ イ ン キ招 待者は 表面
の 界 面化学的軽質の 遠 い に依 存して い る o すなわ ち ､ 頭像寮萎ま親油性で ､ 湿 し永 よりもイ
ン キ が付着 しやすく ､ 葬 画像審娃濃淡性 で ､ イ ン キ よ り亀浸し永 が狩著 し奉 ずく怒 っ て い
る o しか し ､ こ の ような表面の界面イヒ学的性質と ､ その 表面に湿し永を与え た場合の イ ン
キ付着牲 と の 関連 ､ また ､ 湿し永の 表面琵カとイ ン 孝付着牲 との 閑適蔓こ つ い 言萎ま､ こ れ ま
で あまり検 討さ れ て こ なか っ た ¢
平版の イ ン キ付着牲 に 関係 した研 究と して ､ 監亀elbまeら 3)ヰ)お よぴSe畠l急ぎe ㌘sき に よる研究
が あ る ¢ そ れ らは共 にぬ れ の 面畠ゝら､ 湿 し喪が底 面とイ ン キ の 閑を拡張する場合の 湿 し永
の抜 蛋係穀 や､ イ ン キが 巌面と湿 し永の 閑を鮭蛋 する場合 の イ ン キの 鼓 琵孫敢の 正 負で ､
画像 審や葬画像審の 持 つ ぺ き軽質を論 じて い る o そ してEa e呈もieら章孟､ 市販 の 平鹿鹿 乱
イ ン キ ､ 湿 し療の 表面張力の 成分を求め ､ 湿し泉の 抵蛋係敢の 正 負の 領域を求めて い る o
本章 に 釦 ＼て は ､ 平蔵 に つ い て の 基礎的な研究の 立場 か ら ､ 固体表面の 界面才ヒ学的性質お
よ び湿 し永の 表面蛋力 な どが 固体表面の イ ンキ付着性 に 与え る影響に つ い て ､ イ ン キ付着
軽試験 を行 い 検討 した o
2.2 固体 の 表面環カの 成 分 と イ ンキ付著性
固体 表面 の 界面化学的性 質の 影響着こ つ い て ､ 穀種 の 固体表面の 表面張力埼 成分を ､
監a elbleらと 同様 に 鼓蛋Fo官ke s式
6) 7' を使い ､ 分散力成分 ､ 極性力感分妄こ分 けで求 臥 表面
蛮力の 成分の 大きき と ､ そ の 表面蔓こ湿 し永を与え た場合の イ ンキ付着性 との 関連 を検討 し
た｡ また ､ 湿 し永やイ ン キ の 鉱蛋係敢妄こ つ い て も検討 して み た e 固体 表面と して 用 い 藍試
料汝 ､ 表面蛋 力の 成分の 大ききの 異なる数種 の プ ラス チ ッ ク フ イ ル ム お よぴ感光塗膜で あ
る e 湿 し永は 鹿 毛蒸留永) 翁 よぴ25v ol%イ ソ プ ロ ピ)レア ル コ - ル 永溶液を用い た ｡
2.2. 1 実験
2.2.1. 1 寵律 義膏
薬験をこ用も竜た プ ラス チ ッ ク フ イ ル ム萎ま､ テ フ ロ ン (FEPラ､ ポリ エ チ レ ン ､ ナイ ロ ン6 -
6､ ア セ テ ル セ)♭ロ ー ス で あ る ¢ こ れらの フ イ ル ム 娃 中性洗剤で 洗浄 したの ち､ 蔑永で 永
洗後 ､ 超 音波永洗 した ¢ ア セ テル セ ル ロ - ス フ イ ル ム に つ い て毒孟､ ケ ン免処理 を し藍試料
も作 っ 恵 ｡ ケ ン 化処 理 法 温度尋8
o
C ま た娃6OoCの 永酸托ナ トリ ウ ム凍 溶液 宅3晦/ 農き書こ､
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フ イ)レム をi分間浸 せ きする こ と書こ よ智行な っ 藍 o
感光塗膜は 市巌 の o - キ ノ ン ジア ジ ド系､ ポ リ ピ ニ )レシ ンテメ - ト素の 感 光液 虫 よぴ ア
ル ブ ミ ン 一 重 ク ロ ム 酸 ア ン モ ニ ウ ム ､ P 軍産一 重ク ロ ム 酸 ア ン モ ニ ウ ム 感光液 の ア]レミ ニ ウ
ム 坂上 の 塗厳 を用 い た 8 ア ル ブ ミ ン 一 重 ク ロ ム酸 ア ン モ ニ ウ ム 感光液 は ､ ア ル ブミ ン7鞄
/ 畳 ､ 重 ク ロ ム 酸 ア ンモ ニ ウ ム3g/ 金 糸よ び25g/ 盈 の 飽方で搾 っ た o 野晋ゑ - 重タ ロ ム 酸 ア
ン モ ニ ウ ム 感覚 韓亀 ､ ア ル ブ ミ ン とP写真を替え藍だ け の 同様 な亀方 で 搾 っ た ｡ ア)♭ア ミ ン
一 重 ク ロ ム 酸 ア ン モ ニ ウム感 究液の 場 合汝 ､ 董ク ロ ム 軽 ア ン モ 三 ウ ム の 畳 が25g/ 怠 の 方
が 通常 の 処方で あり ､ P官長 - 重ク ロ ム 酸ア ン モ ニ ウ ム 感覚液 の 場沓ほ も 重 ク ロ ム酸 ア ン モ
ニ ウ ム の 量 が3g/ 盈 の 方が 通常の 処方で あ る o ア ル ブ ミ ンは 和光純凝 エ 葉巻鉄 蹄製 i P?盈
は和 光純薬 エ 劉 軌 ケ ン化度87- 89zR Ol% ､ 重合度約588を費摺 したo o- キ } ン ジ ア ジ ド系
以外 は光硬化聖恕の で ､ 1k習メタ)u ､ライ ドラ ン プで ､ 緋 .5遜の 距鮭か ら5分 間､ 蒐照射 し
た の ち ､ 試料 と して 倭周し た ｡
2.2. 1
.2 裏面浅力 の成分の 測定
表面琵カの 成分 は ､ 表面蛮力の 成分を分散カ成分と極性 力感分 の2威 創 こ 創プた鑑蛋
ぎo嘘e s式を優 っ て 求 めた｡ こ の 式で は ､ 物 質l､ 岩間の 界面葉カは 次の ように 表わ き れ る6)マきo
ア I2 = γ 暮 ＋ γ… - 2 γ i
d
ァ 2
d
- 2 ア l
?
ァ豊
p 毛玉き
ア 暮2 : 物質 ほ 物 質望の 界面蛋カ ァ ‡､ γ 2 : 物質 ほ 恵 娃2の 表面輩 カ ァ J : 表面葉 カの
分散カ成分 LY
P
: 表面 張力 の 極性力感分 ア ニ ヲ d ＋ γ p
こ こ で ､ ア i､ γ 2をそ れぞ れ 固体の 表面蕪カァ s､ 液体 の 表面蛮力 ァ Lとず ると
ァs L - γ s ＋ ァ L - 2㌫ 弓丁 - 2 ア s p ア L p (2き
ま恵 ､ 付着仕事 軌 汝 8を接触角 とし て ､ ¥o u ngの 式 (ァ s = γ s L＋ ア Le 8 S8 ほ り ､ 次式
で 表わせ られ る ｡
野 点 … γ s ＋ γ L - ア s L = ア L 宅ま＋co s8) 宅3き
(2き､ (3き 式より
闇A - γ L 宅i＋ee 芳郎 = 2
2方ア絹当っ て
ア s
d
ァ L
J ヰ2 γ s
p
ア L ? 宅轟き
軌/2罪丁 - γ L 苦汁 e o 8 き / 節 -葬予 ㌔汚7(iW/矛ブラ 宅5き
(5き 式よ歩 ､ 表面蛮力 の 成分の 異な っ た数種 の 液体を用 い て 接触 角を朝憲 し､ 軌 /
軒 を縦轡こ ､ 節 /F を横軸 に と っ て ､ それ ぞ れの 液体によ る卓を プ ロ ッ ト し､
そ こ か ら直線を求 め ､ その 直線の 縦軸切片 泰 ア s
dを ､ 勾配か ら ア s pを京め 盈｡
接触角の 測定法 ､ ゴ ニ オメ - タ - 式接触 角車窓審 宅エ ル マ 光 乳 G - 王型き を獲濁 し ､ 温
- 呈轟 -
度28 士2
o
C､ 湿度約65%漫Hの もとで 行 な っ た o 愛 馬 した 液体 の 表面 荘尭の 成分 3) ･島'を
Table 2. 主に 示 すo
T盈もIe2･呈 ∈e呼 O n e nもs oぎ 況 rf亀e eもension eぎ もe s毛 玉量qui 由
アと アもd γもぎ
(感inき 書芸頗7扱き 宅感i良き
81yc e p ol 鎚 .O 34.8 38.e
Fe rzR 盈迅童de 58.3 32.3 26.8
Ethyle ne glyc ol 凄8.3 29.3 i9,e
写Ti七oiyl pho sp畠a七e 4O.9 39.2 i.7
Diodo n e七h& n e 50.8 49.5 i,3
ト墨㌘ 沌 O n aphもha呈e ne 44.6 44.6 e
2
.2.1.3 イ ン キ付着性 の 試敦
･･f ン キ 付着性 の 試験は ､ 平版自動校 正 磯を用 い て 行な い ､ ロ - ラ - が3往復 し た時の イ
ン キの 付着量を求 めた o 付着量娃 ､ - 定 面積 の 試料に付着 したイ ン キを菅 リチ)レ穀メ チ)レ
に溶か し､ 吸光度 を或め ､ 検 量線虫ユら求 め た○ 使用 したイ ン 考 凱 市販の 平鹿相姦イ ン 率
(大日本イ ン キ化学 エ 業 ､ 鮎官 eha野io ni85) で ある o
2.2.2 結 果お よ び考察
Table 2･2に ､ 試料 の 表 面蛮力 の 成分お よぴ イ ン キの 付着農 を示 す8 Fi富.2.i､ ぎ豊富.≡.≡
は ､ 湿 し永が永 およぴ25veⅠ%イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル 鹿溶液 看Bik擾25菅8王%王P絶 記ずき
の場合 の イ ン キ付着牲試験後の 試料の 写真 で 轟 る o
T8ble2･2摩ちわか るよう蔓こ､ 表面蛋カの 分散カ成分汝 ､ テ フ ロ ン を除 い て 抱 即現前獲で ､
あまり差は なか っ た 8 極性 カ成分娃 ( 郎が28盈 納 と養毛大きく､ 次毒= 宅5き の呈望邑声i汲､ そ
して く9き - u2き の 重ク ロ ム酸塩 系の 感光塗贋 ､ ( 紙 宅7き､ 若3き 捌贋で ､ 蔓8き萎まわずか ､
川 ､ (2き毒ま0で あ っ た8 宅まき､ 宅2) 娃 ､ グ ラ フ か ら求 め る さ い ､ 傾 き､ すな わち ､
が負をこ怒 っ たの で ア s 芦 -8とした e
γ s
芦
T鼓b王e 2･2よう ､ 試料 の 表面蛮力の 極性カ成分 軌 イ ン キ の 緒著書こ影響 すると考 えられ
る の で ､ Fig･2･3 に､ ア s
声とイ ン キ付着量 の 閑孫 を示 した む こ れ か ら ､ 極性カ成分が大き(
怒 るとイ ン キの 付着量が減 少するの が わか る ¢
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川 ､ (2き､ (3)､ (4)､ (7)～ (8=ま､ 湿 し鹿 が永 の 壕食で も ､ 25官Ol%‡P鼻の 場合で も ､
イ ン キの 緒着意 は7g/扱2以 上 で ある ｡ Fig.2ふ Fiぎ.2.2 からも わ か る よう妄芸､ イ ン キ 招 付
着量が こ の 程度 の 俵 な らば ､ イ ン キ受容性 娃十分 ある と考 えて よ い で あ ろう｡ 芸 れ ちの 試
料の ア s p の 鐘は かき い o しかし､ くl)㌔ (2∋ 臥 緒著 したイ ン キ 凱 披 く 離 し奪すく ､ 特
蔓こ (1き 披 こ の 傾 向を示 した e こ れ萎ま表面蛋カが低 い ためと考えるo
宅9) - (i2) の 重ク ロ ム 酸塩 系感光塗巌 の 場合 ､ 湿 し永が 凍の 場合 に お毒ブる ､ 宅ま8き
の ア ル ブ ミ ン 感覚液 の 通常 の 処方の み ､ イ ンキ 娃7.5g/払2と十分に付着した 軌 こ れ 以 外
の 場合 は､ イ ン 引 ま十分付着 しな畠5 っ た e ア ル ブ ミ ン の 葛合亀 ､ ㌘腎鼻の 場合も ､ 豊タ ロ ム
酸ア ン モ 羊 ウ ム の 畳 が 多い 方 軌 イ ン キ の 付着量 娃多か っ た e また 烏 湿 し永 が25腎e呈%まP真
の 場合 臥 永 の 場合よ哲亀 ､ イ ンキの 紺著虚妄ま減 少 し､ γ s 声の 億 の 大きか っ た 宅9き で娃 も
イ ン キ辻村著 しなか っ た o ア セ チ]レせ ル ロ ー ス フ イ ル ム を 貯Cで ケ ン托処理 し藍宅5き 娃 ､
γ s
p の 債 がi 紬村7迅と そ9きをこ近 (､ く9) と同様 ､ 湿 し永 が永の 壕合をこ娃 ､ イ ン キ 汝不完全
なが ら付着 したが ､ 25v 8王%王Pゑの 場合は付着 し恕か っ た 魯
こ の ように ､ 25v o王%王P真の 葛合 ､ 泉 の 場合書こ比 べ て ､ ア s pが かきi ､ イ ン キ が 十分付着
する領域で 臥 イ ン キ の 付着 量 が轟まゎ変化せ ず､ イ ン キ招 待者しない ア s ? の 藩 の 領域が
鉱夫 するo
- ま8 -
ア s
p の 嶺 が望細野プ迅の 宅郎 の 試料 で毒孟､ 湿 し永が 永で も25菅Oi%王P盈鷲 も ､ イ ン キ は好著
し意力5 っ た e
こ こ で ､ 抜琵孫敢 に つ い て ぶれる . 相 ほ 相3の 界面蔓こ､ 稽2 が抵蛋 する場 合の 鼓 蛋榛敢
S 娃次式で 示され ､ S >8の 場合 ､ 緒2 辻鑑蛋する｡
S - ア 13 - ア i2 - ア 2き 宅6き
こ こ で ､ 界 面蛮 力γ -2､ ア i 3､ γ 重きを ､ そ れ ぞ れ 川 式の よう毒こ表 わ し､ (郎 式 へ 代入
する と､ 次式が得 られる ｡
s/2 - (節 - 節J7? ＋ 締 -i7Tpきプ訂 -
- 軒 宅好 一 郎 宅7き
ア 2
dく才前 - %ig?ラ
抜蛋係穀は (7) 式で 表わさ れ ､ γ㌔と ァ㌔を変数 と して 縦軸と横軸蔓ことる と､ 鼓蛋孫簸
の 正 負の 境界娃 直線 となるo
こ こ で ､ 湿 し凍が イ ン キと固捧 面の 閑に拡蛋する場合を考え るo こ の 場 合 ､ 相呈をイ ン
キ ､ 相2を 湿 し永 ､ 相3を園 捧面 と し ､ 永 の 表面 蛮力 の 成 分 の 値 を ､ γ d - 2皇. 紬 鞘/氏)㌔ γ p
= 5i･8宅邸 投汽 25v ol%王Pふに つ い て は ､ ア d - 23(取持/ 紙 ア p = u(現有/毘き､ ま たイ ン キ に つ
い て 抜 ､ γ
d
= 4i(迅即監き､ ア P = 4(恩 納 ほ する と ､ 湿 し永が永 患 よぴ25¥ oi%王Pゑの 場合の 鼓
壌係敦 の 正 負の 境界線娃 ､ Fig･2･4 に示 きれ る ¢ 直線 の 右側 が S >8の 領域 で 轟る o
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ま た ､ イ ン キ忠霊湿 し泉 と固体葡の 閤を底 毒す る場合を考え る時娃 ､ 相iを湿 し永 ､ 相望を
イ ン キ ､ 相3を固捧葡と して ､ そ れ ぞ れの 値を (7) 式に代入 する と､ 同様に鼓蛋係数の 孟
負の 境界接 が得られるo こ れ をFig.2.5をこ示 す ｡ 直線の 右健 が S <8の 領域で ある o な 駄
ぎig･2･ 嘩 よぴ2･5をこ汝 ､ 今回試象 した固体表面 のjPdおよぴ方あ 健を プロ ッ トして ある ¢
こ れらの グラ フか らわか る ように ､ γspが大きく覆ると ､ 浸 し永 の鮭 蛋係数が孟 の 方南も
またイ ンキ の慈環係数が 負の 方南 杓 い く ｡ すなわち ､ 湿 し永萎ま慈蛋 しやずく ､ イ ン 孝娃抵
蛋 しに くくなる ｡ またぎ量g.2.凄か らわか るよ うに25嘗e呈%‡Pゑの 方が永に 比 べ て ､ ア spが!j､き
く て 亀鑑琵 し率すい 傾 向妄こある ｡
こ の ように ､ E亀eibleら3'4'争Sehl盈fe r5きの よ う蔓こ､ 湿し漉 やイ ン 卑の 拡蕪孫数蜜考えて 亀 ､
イ ン キの 付着 の傾 南を示す こ とが で き る ｡
怨 敵 イ ン キの 表面蕪元の 成分萎ま､ イ ン 孝 の 塗膜妄こ対 して接触角を瀬慶し ､ 飽 の 固体義
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薗 と 同様 に褒め た o また､ 25菅8iO/o王P真の 表面蕪カの 成分量こ つ い で 揺 ､ テ フ ロ ン ､ ポ リ 芝 テ
レ ン に 封ずる接鹿角か ち 宅郎 式妄こよぅア 犠 求め ､ 表面環海の 実 測藩 か ちら γ aを減 じた健
を γ
pと した ｡
本研究で 濃め た ､ 固体 ､ イ ン キ ､ 湿 し療 の 表面葉力の 成分および鉱琵孫敢 は厳密 な竜の
で 綾 な い が ､ 平鹿 の イ ン キ 受容性に つ い て 考え る上で は ､ 一 つ の 目安 とな る と考え る ｡
2.3 インキ付 着性 に及ぼす湿 し喪の 影響
イ ン キ付着性書こ及ぼ す浸 し永の 影響 に つ い て ､ ア)レコ - 凱 界面活性剤妄ニ よ り豪商蛮力
を低 下 さ せ た 湿 し永 ､ pHの 異なる湿し永を用 い ､ 表面環カおよ ぴpHの 影響蔓こ つ い て 調 べ た e
親東 経の 程度の 異なるア セ テ ル セ ル ロ - ス フ イ ル ム に対 して イ ン キ付着牲 試験を行 い ､ イ
ン キ付着牲に 与え る浸 し永 の 影響をこつ い て 比較検討 した o
2. 3. 1 嚢襲
2.3.1.1 浸 し永
湿 し永のp告の イ ン キ付着性 に及ぼす影響を調 べ る ため ､ リ ン酸 ､ 7) ン酸 - ナ トリ ウム ､
-リ ン 酸 ニ ナ ト リ ウム ､ リ ン 酸三 ナ トリ ウム 永溶液 (濃度 ､ 0.O ほル / 急き を摩周 した ｡ 浸
し凍 の 表面蛮力 の 影響 を窮 ぺ るた め に ､ 呈5v o呈%烏よぴ5O嘗e王%の エ チ ル ア]レコ - 舟 およ ぴ
イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ - )レ永溶液､ 0.Oi官七%の 罪イ オ ン系界 面活性剤 宅馳 野豊野he n e呈 pe王y宅e
七h甲野まate)､ 日本漁港 ､ } ニ オン討S-2呈郎 永 溶液を使用 し藍 e 湿 し衷 に 漆義損され る波涛佳
苗分子 で あ る ､ ア ラ ビ ア ゴ ム ､ 摺C宕カ ル ポ キ シ メ チ ル セ ル ロ ー スき の 影響蔓こ つ い て 亀調
べ 患 ｡ ま た ､ 実際の 湿 し放で 披 こ れ らの 溶液妄こリ ン酸 な どが観えられ る の で ､ ア ラ ビ ア ゴ
ム ､ C HCの 溶液蔓こリ ン 酸を為Hえ恵溶液亀試験 した ¢ ア ラ ビア ゴ ム ､ e班∈の 濃度萎ま乗降 に 浸 し
泉 と して 用 い られ る場合 の 濠度と同程度で 轟る ｡
2･3.1.2 アセ チ)』セ1レロ ー ス フ イ)レム およ ぴイ ン キ付着性試験
親 永牲の 穫窪 の 異なる ア セ テ ル セ ル ロ - ス フ イ ル ム 娃 ､ 異怒る温度 で ケ ン 侶処理を行 っ
て - 永酸基蔓こ置換きれ る ア セ チ)レ基 の 塵 を変える こ と蔓こより作製 した｡ 疎 漉牲の ア セ チ 舟
基 が親永性 の永酸基をこ置換き れるほ ど､ 表面娃 親永軽と象る｡ したが っ て ､ 高温で ケ ン化
処 理 す る揺 ど親永牲と怒 る ｡ ケ ン子ヒ処理 は38､ 弧 58申Cの38gf豊 泉酸化 チ トリ ウム 凍溶液
に ア セ チ)レせ)レロ ー ス フ ィ 舟 ム 宕フ ジタ ッ タ ､ 富士写真 フ ィ 婚 ム) をi分 間浸せ きす る こ
とをこよ り待 っ た e こ れ らの ケ ン化処理 した フ イ)レム と束ケ ン首転の フ ィ 舟 ム を 一 組として 曳
こ れをこ射 し､ 各湿 し永を費用 して ､ 平蔵自動校正磯蔓こ よりイ ン 卑付着牲 試験 を行 っ 藍 昏 試
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料の ア セ チノレセ 舟 ロ ー ス ブ イ]レムお よぴ 市販平版用感光液宅e 一 考 } ンジ ア ジ ド系き の 塗渡
の 永 の 接触角を軍盈もまe 望.3蔓こ示す｡ 便 属 したイ ン キ娃軍旗 用量イ ン キ 宅東日本化 学 エ 菜 ､ 野
e 腎C畠邑n夢ion i85き で ､ イ ン 考付着桂辻 イ ン キ の 付着 し恵ア せ チ 舟 セ)レ日 - ス フ イ ル ム の
透過濃度を透過濃度計で 測定 し ､ 評慈 した ｡
Taも王e 望.3 Conもa ct ari富Ie s eぎ 官a七e ㌘ o n c el呈ule se a e eも急毛e ぎ呈l耶
Te野e r a七u ㌘e ef
s 盈PO nific 盈も量o n
(
.
oCき
A
n o s apo 退皇f 卜
c a七io n
a
3 O
C
4 8
a
5 0
Ce亀七重王堵 8f
e o 遜題e ㌘e重盈i
呈重患艶喝 柁phie
s e n siも重富i喝
s ol包も重8 n
宅o 一 環巳孟B O撃
-
d豊島霊ideき
eo nta ct a ngie
紬曙P e e) 5 7 4 O 3 1 2 2 6 9
i Elin ute afte rdr oppi喝
2.3.2 結果およ ぴ考察
イ ン キ付着試験の 結果を晋abまe 2. 身に示 すB 義の 予 に示 すよう に ､ 透過 濃度をe - 5の6段
階に 分け て ､ イ ン キ付着牲 を評葡 した ｡ ア セ テ ル な)iロ - ス フ イ ル ム の 透過濃度 は す ぺ て
e･82で 轟り ､ 0 宅透過濃度8.82=まイ ン キが 付着 し恋い こ とを示 すo
試験 さ 艶 たす ぺ て の 浸 し永 に 釦 ､て ､ 最も接触角 の 患い さ の 試 料 こはイ ン 卑 が付着 し恕
か っ た ¢ 蒸留永 よ歩もイ ン キ が付着 し辛すい 湿 し永は 恕恵き つ た ｡ p三億 の 高 い リ ン 酸三 チ ト
リウム 溶液で 娃イ ン キ付着牲汝低下 した . これ萎まイ ン 考/湿 し凍界面蛮力の 低下蔓こよ る亀
の と考 え
_
られ る o ア ラ ビ ア ゴ ム ､ eH∈が恕え られ た 溶液で は 蒸留永妄こ比 べ て わずか毒≡イ ン
キ付着牲は低下 したe 表面蛋カの 慈 い 界面活性窮永溶液 ､ ア ル コ - )レ永溶液で はイ ン キ狩
着任 は 慈下 し ､ 特 に ア 舟 コ - ル 永溶液で萎ま著 しく鏡下 したo イ ジ プロ ピ ル ア ル コ - 恥 エ
チ ル ア ル コ ー ル とも妄こi5軍ei%の 溶液で 辻 C にイ ン キが付着せ ず､ 58悶呈% 溶液で は B 喜ニも
イ ン キ は付着しなか っ た ¢ こ の よう妄こア ル コ - ル 娃 イ ン キ の 付着 し恋 い 表面の 範囲 を拡大
した o こ れ娃表面張力の 低下 に より ､ 固体表面が ぬ れ やすくな るととも蔓こ､ イ ン キとの 界
面蕪 力の 低下にもよりイ ン キ と蜜休養薗 の 常に存姦 しや ず( なる恵めと考えちれ る ｡ 界面
活性潟東 溶液と58¥ ol% エ チ ル ア)レコ - )レ永溶液法 嗣程度 の 表面蛋カを者 するが ､ イ ン キ
一 望宏 一
付着牲 の 低下 娃 エ チ ル ア ル コ - )♭永溶液 の 方 が著しく大きか っ た o こ れ萎ま界面活性翻喪溶
液の 場合 ､ 新たな表 面､ 界面を生 じ藍場合 ､ 界面活性窮分子の 表面およぴ 界面 へ の 吸着が
お こ る の で ､ 表面滋 よぴ界面蛮力が低下 する の蔓ニ時間を遊 軍とする ため と考え る o
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2, 尋 まとめ
平鹿妄こ つ い て の 基礎的 な研究の 立場か ら､ 固体表面 の 界面化学埼性 質およぴ浸 し永 の 表
面蛮力などが密林表面の イ ン キ付着牲 に与え る影響蔓こ つ い て 検討 したo 寒研究妄こ 那 ､た 囲
捧表面の 試料の 範囲で 娃 ､ 固体表面 へ の イ ン 卑 の 緒著に 辻 ､ 主と して 表面荘カの 極性 尭成
分の 大きさが 影響 し ､ 極性 力成分 の 儀 が来きくなると ､ イ ン キ 受容桂汝 減少する こ とが認
め られた ｡
また ､ 濃 淡性 の 程度 の 異な るア セ テ ル セ ル ロ - ス ブ イ)レム を便周 し ､ 湿 し永 がイ ン 考 の
付着妄こ与える影響 に つ い て 調 べ た ｡ こ の 結果 ､ 湿 し永 の 表面菜 カが乾くなると､ ま た ､ p汚
が高く な る とイ ン キ付着性 が底下 す る こ とがわか っ た o
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筈 3牽 直様聖軍 旗野居宅簸搾整 の 恵 め の ア3♭豊 ニ ウム 療 の シ 事3 争 一 軒処理 = 望}
3Il は じめ に
ア ル ミ ニ ウム 蔵をケイ 酸塩 で 処理 する シリケ - ト処理は 平蔵券面後部着こ適 した親永牲の
強い 表面を提供 し､ 現在 ､ 多くの ㌘ S巌の 罪画像 部として 費用 きれ て い る き) o そ こ で ､ シ
リケ - ト処理 し藍表面を葬画像審 とする直措空事鹿 野覇弓巌 の 作製 に つ い て 検討 した ｡ シ リ
チ - ト処理娃 ､ SiO2/馳 2Oモ ル 比の 異なる ケイ酸ナ トリウム 永溶薄を使用 し ､ 温度を変見て
待 っ た ｡ そ して ､ 処理きれ た 表面の 蔑永軽の 強さを欝 ぺ る ため ､ イ ソオ クタ ン 郎こお け る
永 の 接触角を翻意 した e また ､ シリケ - ト麹理蔓こ よりどの 程度の 厚きの ゲイ 酸 賢慮膜 が 生
じる の か妄こ つ い て は明らか で はfJ:い の で ､ 偏光解 析法妄こよ姿タイ 軽質皮膜 の 浮 きを測定 し
恵¢ トナ ー 画像を転写 して作製 した 野郎旗蔓こ つ い て ､ 平版 坪飼磯妄ニより 野飼試験を汚 い ､
ト テ - 画像の接 着性お よぴ葬画像怒 の 汚れ軽に つ い て 詞 ぺ た 8
3.2 実験
3.2.1 シリケ - ト鰻理
ア ル ミ ニ ラム 板 u王S 産ま850-討王8㌔ 厚き0.2z8 m) を5OoCの5富永酸化 チ ト リ ラム 凍 溶液妄=38
秒間浸 せきする こ とに よう ア]レカリ廃港処理 を行 い ､ 5慧硝酸溶液蔓ニ30秒間浸 せ 重して ス 習
ツ ト除去 を行 っ た後 ､ 超音波永改 した ¢ シ リ ケ - ト処 理 は オ ル トケイ 酸ナ トリ 汐 ム (S皇0望
i対象乏8 モ 舟比 ;0ふ 和光耗薬 エ 薫き ､ メ タ ケイ 酸 ナ トリ ウ ム (S董8乏i馳 2O モ ル 比 :呈､和光
鈍薬 エ 業ラ の 永溶液畠よび 永ガ ラ ス呈号 宅S重O乏/馳 乏0 モ)レ比 :2.2､ キ シ ダ化学き ､ 永 ガ ラ
ス3号 くSiO21馳 28 モ ル 比 :3ふ キシ ダ化学き の 希釈液を慶 用 した e 各溶液と亀 ケイ酸チ
トi) ラム (Si82＋ 馳 窒8) の 慶を重畳 で5慧と したo 麹理時間杜ま分 ､ 温度萎ま28 - 98¢eと し恵 ¢
シ リ ケ ー ト処理 後永洗 した¢
ケ イ 酸 ナトリウム 永溶液中の ケイ 酸イ オ ン の 分 子量汝 ､ S皇82iぎ盈空8比が大 きく 怒ると尭 き
くな るo
_
SiO2重度IO晦iゑ 抜上で ､ 濃度 の あまり高く恵む噌 液着こ つも､で ､ 概算きれ た ゲイ 穀
イ オ ン の 分子量身を誓盈恵まe 3,まをこ示すo
T盈馳 3･星 Mole cda 君 We妙音ofsil圭ca毛e量on
S主02iNa20 m ola = aぬ 弼o呈e ctl重義r 腎 e皇癖毛
0.唾8 68
I B A 7e
2.O3 呈58
2.5 1 ま75
2.85 芝OO
3.3 2 325
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3さ≡. 望 淳触角 の 讃変
シ i3 ダ ー 紅麹準 じ恵表面披蔑康隆で ､ 空気 中昏凍 密 接触角揺凄 めて 底く ､ 親蔑牲 の 簸き
の 欝慈恵重囲軽蔑た め ､ イ ジ 藩 タタ ン 申の 永 の 接触 角を車窓 した ｡ イ ソ オ クタ ン毒孟2液法に
よる漆触角の 瀬定に 用も㌔ち艶 た飼長〉 が ある の で 蛍周 した¢ 測定をこ娃 ゴ ニ オメ ー タ式接触 角測
定津 宅エ 薙 マ 光学 ､ 蛋- Ⅰ墾き と液捧率の 接触角灘定摺セ)レを伺い 恵e イ ソ オクタ ン 申に試
料を置き東嶺を付着き せ て か ら5寿後蔓こ瀦慶 した ｡
1
㌔
㌔
㌔
轡急患蓉r
王s 昏e C毛盈n 昏
も
去# :∈o紙ae宅 急Rgle
も
%
t
重
電
も
i
‡
S
Sol弓d
Fi露3.呈 -払 n毛盈e毛盈喝豊蟹 ¢ぎ轡義絶f董n重畳 拙 e毛姐 e
3.2.3 ケイ 酸質鹿渡Q3農蔓厚親愛
シ リ ケ - ト処理 に より生 じる ケイ 軽質皮膜の 厚 き を偏光解析法をこ より調 べ 恵 o 偏光解析
法辻 ､ 偏光が 試料表面で 反 射き れ る ときの 偏光状態 の 変化を渦定する こ と妄=よ り ､ 試料表
面の 薄膜 の 濃厚 な どを調 べ る方法で あ り､ まn 及払 下 の 厚 きの 廉厚奄測定で き る o
寛が試料表面で反射きれ るとき､ 巌療 の 変化と位相 の 銑 ぴが生 じ る ｡ こ の とき､ 振塙変
化 宅振塙反 射率ラ と位相 の 銑ぴ の 藩 乱 発 の p 成分 宅電気 ベ タ ト]レが 克射薗をニ平行 な光 の
成分) と s 成分 (電気 ベ ク トル が入 射商量こ垂 直恕 尭の 成 分き とで は 異な る o 試料表面で 偏
光が反射され る障のp成分 の 振幅反射率を r5 p ､ S 成分の 振 噂反射率を ㌘ s ､ p 成分の 位
相の 銑 ぴを8 p ､ 8 成 分の 位相の 銑ぴ を8 s とする ｡ そ して ､
r p/ T s; = ね n轡
8 p - 8 s = 畠
とおく｡ 偏発酵新法で 娃､ こ れ らの 式の七a n撃と 畠 が 朝霧きれる｡ 宅急迫撃と 盈萎ま､ 表面層 の
厚さ ､ 表面層およぴ 下地の 屈折率な どに依存 するの で ､ 表面層の 輝き 恕 どが 求め られ る e
淘定式料汝 表面の 平滑軽が 遜 要と きれる た め ､ ガ ラ ス 較土 にア)レミ ニ ウ ム を薬塗薬著 し､
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38¢Cの 永 ガ ラ ス3号希釈 宅タイ密 チ ト リウム 演度5%き妄こ 艶 軌 ま88秒間浸せ きして シ リ グ
- ト処理を施 した試料蔓ニつ い て ､ G盈e ㌘tne㌻ Lま王6B型 エ i)プ ソ メ - タ毒こよ り厳厚 を溺愛 した昏
Fig･3･2 R8月e eぬ 滋 Ofpぬ riz ed 重量g鼓書
-3-2. ヰ イ ン キ付着性試寮
平鹿 券面像爵 と して の イ ンキ の 付着 しにく きを調 べ るた め に ､ 試料表面妄こ付着 したイ ン
キが ､ 湿 し奉に よ り ど の 軽度萎まく准きれ るか 蜜調 べ た o ア ル ミ ニ ウ ム 箔 u王S ゑ皇国3e吉-琵18､
厚さO.O5n 扱き の 無光沢膏 宅申≠己､線平均粗さ ､ 約8.3iL nき妄こ ､ 接触角渦定量こ僕 用 し魚醤韓と
同 じ溶液を使用 して シ リ ケ - ト処理を施 し､ 試料を作成 した ｡ 接触角の 渦意結果滋主ら3O
e
C
以 iで は大き怒差萎まみ られなか っ たの で ､ 処理 液 の 温度 娃38o∈とし 号 砲理 時間はi穿と した o
浸 し永を与え ず着こイ ン キ ロ ー ラ - を 3国往復 して 試料 全葡妄こイ ン 考を強朝的に緒着き曹
た後 ､ ス ポ ン ジを使用 して ､ 湿 し凍( 尊意琵物を含 ま憩い 漉きを液面 に尊えて ､ イ ン キ ロ - ラ
ー を往復する操作 を3 固行い ､ 付着し乏イ ン キが蔓まく鮭 きれ る か弱 ぺ 藍 ｡
3寺2, 5 印刷版 の 作製
イ ン キ付着性試験 と 同じア 舟 ミ ニ ウム 箔の 無尭沢葡を使用 し､ 以下の エ 程で 平鹿野尉巌
を作 製 した ｡
[エ穫 鬼ヨ
[エ 程 Bコ
〔エ 程 Cヨ
Eエ 穫D]
脱藩処理 ウ シリ ケ - ト処理 - 画像転写 や 宅野駒)
巌鹿処 理 ヰ シ リケ - ト処理 - 画像転写 ヰ 不惑芳旨稚処理 - 宅坪荊き
脱落処 理 ヰ 画像転 写 ウ シ リ ケ - ト処理 - 宅野朝き
鋭澄処 理 ヰ 画像転 写 - シ i) ケ - ト処理 や 不惑鹿化処理 - 宅印刷き
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シ u ゲ ー ト処理 は接触角鴻定 に薩潤 した溶液と 同 じ溶液を使 掲 した｡ 処理 液の 温度娃38
¢Cと し ､ 処理 時間絞ま分と した e 画像の 転写蔓ま電子琴薬方式 プリ ン タ (なイ ヨ ー ニ プ ソ ンL
P-皇688) を梗用 し､ ア ル ミ ニ ウ ム 箔 を畿妄ニ貼り汚毒ブて 待 っ た ¢ 不惑藤才b 処理看護e詑∈∈尭 ル ポ
キ シ メ チ]レセ)レロ ー ス)唾鞄j皇 ､ リ ン酸 (85驚き 細 魚i農 ､ 硝酸 習 ダネ シ ウ ム
(鞄宅野03き乏6琵空0きl晦i畳 の 永溶液を任用 して行 っ たo
3. 2. 6 坪嗣試寮
作 製 した野郎巌を草炭校正 填で 坪翻 したo イ ン キ は 平鹿 用墨イ ン キ 宅東日 本化学 工 業 ､
CAPS-G) を使用 し､ 湿 し永 に萎ま不惑潜化処理 液を永 で呈8e蓉妄こ希釈 した 溶液を使用 した e ま
た ､ 校 正境 で の 印刷結果が 良好な試料妄こ つ い て 娃 ､ 卓上 オ フ セ ッ ト碍嗣磯 宅東洋工 機 ､ ト
ー ヨ ー カ - ドオ フ セ ッ ト22i5D蓋8きを使用 して 静観牲試験を行 っ た ｡ 覆 し永萎ま不惑潜化処理
液 を永 で100唐に希釈 した 溶液108 馳ゑ にイ ソ プロ ピ ル ア)レコ ー ル5e蕊農 を尭ロえ た溶液を使 用
した ｡
3.3 結果 お よぴ考察
3.3. 1 接触角お よぴ濃厚
Fiぎ.3.3 にシ リケ - ト処 理液の 温度 とイ ソ オク タ ン 申の 永の 接触角 の 関係を示すo 各藩液
とも20 から墨OoC にお い て 接触角の 乾下 は大 きく ､ 30eC 以上で は夷 きな変化綾 ない ¢ し恵 が
つ て ､ 30
8
Cの 処理で もか 怒 り親永化 きれ て い るもの と考え られ る o 矛 ル 巨ケイ 酸ナ トリウ
ム 溶液で は30oC､ メ タタイ 酸 チ トリ ウム 溶液で蔓孟40¢Cで 乾い 偉 とな っ て い るが ､ 三 れち の
溶液は ア ル ミ ニ ウム を腐食 する こ とか ら､ 腐食妄こよ る表面影状 の 変弛も原因と し琶 考 え ち
れ るが 不明で あ る｡ 5eoC抜上で 汝溶液の 種類の 影響披 少なく怒 っ で い る ｡
一 望き -
冒e
′
‾
ヽ
¢
だ 5 窃
モ始
g)
｢ロ
)
Q)
と嘘
=
匂
～
O
巾
ヰJ
=
a,
O
日
＋
@
O
0
@
ロ
＋
O Soぬ 汚 e 療 e si事董c 盛魯 蛋 ぬ t蔓e R
◎ sod蔓u 悶 円 ぬ 盛 e威 壱 Sぬ毛喜即
ロ Seぬ 耶 曲 ぬ 昏ぬ老妻e 円∈S言0壬/河a皇O 鞘 由 r r 窃ぬ 望,2き
＋ S¢ぬ 弼 S鮎 a毛母 S ¢‡ 血 R(S蔓Od弼盛空O 弼 0事窃r ㌢轟毛奴 3.-ラ
＋
ロ
窃
超
＋
% i
王 O 8e ま88
Te 呼 母raモur8 く
o
e)
Fig息3 監eia七重on shipbe毛管e苧n eOn七ac七 a喝ie oぎ 腎亀七e ㌘重患 圭s o o e七a ae a nd
毛e野e㌘a七a r
l
e Of sodi洩 Siまieaモe soluも皇on.
eo n e e nもr亀七重o n of sodまⅧ siまiea七e :5%
晋aも呈e 3.2蔓ニ38oeの 永 ガ ラス3号肴釈 (ケイ 酸ナ ト リ ウム 濃度5% )に浸せき した試料書こ つ
い て ､ 偏光解析 法をこよ るケ イ酸質皮膜の 濃厚の 瀦定結 果を示 す ｡ 68､ 98､ i88秒間処理 し恵
試料の 膜厚は0,7B 迅程度の 厚 き にな りち こ れ 以上 の 時間処理 して 亀 あま り恵ゝぉ ちない もの と
推定きれ る ｡ Sほ 8の 共有結合単窪の 和披 約e.i8n nで 轟り､ 膜厚着まこ れの 釣鐘昏 であ る o
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3.3- 2 イ ン キ緒着任試額
Fig.3.毎に イ ン 考付着牲試験の 結果 を 示 ずo 脱男旨処理 の みg3試料ほ イ ン 尊意蛋全 面量こ残存 し
た の に 対 し ､ シ リ ケ - ト処理 し た試料 習 は 処理 接が 藩]レトゲイ酸 チ トリ ウ 良 港液の 場合 ､
部分 的に イ ン 孝が 残存した が ､ メ タ ゲイ 酸 チ トu ウ ム ､ 喪 ガ ラ ス ま 琴烏 よぴ 3 琴の 場合で
はイ ン 考量ます ぺ て萎まく 離き れ た o
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3.3;3 校正 穂 によ る印朝貢責寮
警盈b呈e 3,3 に､ 校正 機看ニより王8ポイ ン トの 尭ききの 文事を数棲鐸嗣 した結果を示 す o ぎ量ぎ.
3.5萎ま坪朝後の 版 の 文字で 轟 る o エ 程 A ､ B の シ リグ - ト処理 後妄こ画像を転写 した場合 も 浄
ル トケイ 酸 ナ トl) ウム ､ メ タ ケ イ醸 ナ トリ ウ ム 溶液で 処理 し た試料で は飯南の 較チ - の萎ま
く鮮接 見られ 夜滋3 っ たが (F量富.3.5(aきき ､ 永 ガラ ス呈琴 ､ 3号で 処理ij た試料で は看護く 離さ
絶 た怒分があ っ た くぎ呈g.3`5(b= o 三 種Å の シ リ ケ - ト処理 後妄こ画像を転写 し ､ 不惑腰旨亨転
処理 しな い 場合の 発頭後部で は す べ て の 試料 に お い で プ u ンタ の ロ - ラ妄こ起扮すると 思わ
れ る汚れ が 生じた o エ 程 B の シリ ケ - ト処理 後に 爾後 を転写 し ､ 不惑潜粍処理 した場合の
葬画像部で は ､ す べ て の 試料に 烏 い て 非画像欝 ヘ イ ン キ蔓ま付着 しな か っ た e 三 樫 C ､ D の
画像 を転写 し た後 ､ シ リ ケ - ト処理 し た試料で 抜 身 ル 巨ケイ 酸チ トリ ウ ム ､ メ タ ケイ酸 サ
トリ ウ ムg)場合 ､ 南緯が 細く な っ た 宅Fig.3.5くcきき o こ れ蔓ま､ オ ル トゲイ酸 ナ ト !3 ウム ､
メ タ ゲイ酸 ナ トリ ウ ム 永港湾法 永ガ ラ ス 系溶液に 比 べ て ア)U尭 リ軽重霊強い た め ､ 巨テ 一 車
線 に影響を及 ぼ した と考え る o
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3. 3. 尋 耐尉性試験
校正 塊に よ る印翻 試験で 良好な結果を得 た ､ 三 種B の 脱胎 埼 メ タ タイ酸 チ トu ウ良 港液
に よ る シ u ケ - ト処理 や 転写 う 不惑男旨弛処理 瀦 よ ぴ 豊 程 ∈の 観取 や 転写 ヰ 喪労 ラ スl号 に よ
る シ )ー ゲ ー ト処理蔓こ より搾襲 した 印樹巌に つ い て 平版印 弼穐で 耐溺柱式験 を行 っ た o 5888
槙坪劉後の 巌の 文字 をFig.3.6に 示 ず o 工 程 B の メタ ゲイ 酸チ トリ ウ 良 港液で 処理 し た後に
画像を転写 した試料で は ､ 南稼 が摺くな っ て い るの が 認め ら艶 た (急き o こ 艶 は ､ 観衆弛鰻
理 さ れ た 豪商に トテ - 画像 が転写きれ たた め ､ 爾後の 接着性が 劣 っ た ため と考え ちれ る o
三 程C の 転写 後に シ リケ - ト処理を行 っ た場合 ､ 不惑潜亨ヒ処理 は 省 い て も印刷可能で あ っ
氏 (ら) e し たが っ て ､ 商擾転写後 に シ リ ケ - ト処理 を行 っ た場合は 不惑潜化愚理 を省く こ
とが で き
'
る と考え られ る o しか し ､ 不惑潜化処理 を省 い た場合 ､ 製版 して か ら野弼 まで 招
間が 長 い 場合は ､ 空気中の 汚染物賢の 吸 着に よ る 葬爾後潜表面の 親永軽 の 乾平 に よ る汚艶
の 発生 が 考え られ る o
妄言まき Sod呈t31事1 附t8 S皇呈ic 音Ite
s olu若i(きn
P王々 e c e S S”
(bラ S8 L重量tlt11Sii毒eate
s 8lも事もi糾l
毛Si8 d h!8,臼 !11(きl8育
も
r Eli圭(ラ: 2. 2ラ
P曹-t事ee S §C
F嘉富. 乱6 拘ie ㌢野良ot8g㌘aPh5 8ぎも転e e転盈㌘aeもe ㌘
8 rlもbe pi盈もe aぎt哲T 5きeO8 pr董醜芳.
3.尋 ま とめ
本研 究で萎まシ リ ケ - ト処理 した ア)レミ ニ ウ ム 表面を非爾後部 とずる 霞城型軍旗 の 作製妄こ
つ い て ､ シ l) ゲ ー ト処理 さ れ た表面の ぬ れ軽を調 べ ､ 電子琴 窮方式 プ リ ン タ蔓こよ ぅ印 嗣版
を搾饗 し ､ 画像藩の 接着性 ､ 非画像港の 汚甑性を調 べ て 検討 した ｡ また ､ 形成 きれ る ゲイ
軽質皮膜 の 膜厚も調 べ た 8
イ ソ オ ク タ ン申の 永の 接触角は ､ 5e/o ゲイ 酸 チ トリ ウ ム 永溶液で6e秒間遇理 し藍場合 ､ ダ
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イ酸 チ トu ウム 溶液の 種頬蔓こよらず､ 処理きれ た表面 の 接触角暮孟､ 処理 温度28畠立ち38oC をこ
お い て の 低下萎ま大き い が ､ 38oC以上 で 娃 大きな変化は なi､ 388C以土で 逸理 しても親東経
の 程度 は あまり変わち蛮い こ とが推産きれ たs また ､ 影威 きれ るタ イ軽 質皮膜 の 厚さに つ
い て萎ま､ Si82i鮎 28モ)レ比3.iの5%ゲイ 酸チ トl)ウ ム 永溶液蔓こ磨 い て ､ 温度38oe､ 浸せ き時間
i - 3分で 処理 した試料で ､ 0.7汲El程度で あ哲､ こ れ 以 よ轟理時間を轟く しても膜質は ば とん
ど増如 しな い もの と推定きれ た o
印刷巌 を作製 して 印刷試験 した結果 ､ シ リ ケ - ト処理 した表面に 巨ナ - 画像を転 写する
と野郎 に お い て トナ ー 画像 餅まく離 きれ や すい こ と がわ か っ 藍 ｡ した が っ 琶 ､ 蘭濠磐 の 接
着性 の 薗か らは画像杏樹を転写後 に シ リケ - ト処理 を行う方法 が適 して い る こ とが わ か っ
たo また ､ i こ の 場合 ､ 画線の 細りを生 じない ､ 永 ガ ラス 系の 趨理 潅が適 す る こ とが わか っ
た｡
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1 は じめ に
厳 封土妄こ熱転写法 ､ イ ン タ ジ ェ ッ ト法､ 電子琴薬法 恕ど蔓こ よわ濃油性画像を形成 して 率
巌を汚 製す る直措型平飯 野朝蔵書ま製販が簡単で あ るため ､ 溶融聖 レ - ザ - 熱転写法な どに
より形成きれ る 画像の 高画質絶蔓こよ り､ 今後の 発展 が期待きれる¢ 親書由性画像の 影成 され
る巌材表面は平版 の 葬密漁密と怒 る客分で あ るた め親永桂で 轟る o しか し､ 親油性 画像潜
材 の 接着性を良好に するため蔓こ娃 ､ 最速牲 が強くな い 方が望ま しい ｡ そ こ で 親油性画像形
成後をこ葬画像部の みを親永絶する 方法が考えられ る o こ の 場合 ､ 製版 時妄ニ濃淡1ヒ処理を施
すこ とにな る の で ､ 親永化簸理絵短時間で なきれる の が望ま しい 台 本研 究で 娃 ア ル ミ ニ ウ
ム を巌材 とする直接型平巌 に翁い て ､ 親油性画像形成後蔓こ短時間で ア ル ミ ニ ウム 表面を蔑
永化 する方法と して ､ ア ル ミ ニ ウム 表面 へ の ケイ酸質療漠 の 電着を検討 したe 感光層を宥
する通常 の 平版 印刷慶喜こお い て ､ 電着 したケ イ酸 質皮膜を罪画像審と して 利用 した 平鹿娃
過去に存姦 した
2 )-4 )
｡ しか し ､ 電着条件が 表面の 親永化 に どの ように影響 する の か 明ちか
に さ れ て な い ｡ そ こ で 本研究で 紘 ､ 電着条件が ア ル ミ ニ ウム 表面の 親漉稚に どの よう書こ影
響する か検 討 し た o 電解 液 と して 永ガ ラ スl号 ､ 2号 ､
＼
3号 の 希釈液を費 用 して ､ 洛電圧 ､
電着暗闇を変えて ア ル ミ ニ ウム 表面 にケイ 軽質皮膜を電着 し､ 電着きれた表面 の イ ン キ付
着牲な どを詞 ぺ た｡ また､ 王監ス ペ ク トル ､ 蓋PSス ペ ク トルをこより電驚きれ 恵嚢薗を欝 ぺ た 申
そ して ､ 電着条件 が ケイ 酸質皮膜 の 形成 ､ 表面の イ ン キ付着軽量ニどの よう妄ニ影響す る急き検
討 し た o
ヰ.2 実験
ヰ.2. 1 電着
ア ル ミ ニ ウ ム 箔 宅3王S盈i暫3O琵-H18､ 厚 さ8.85監ZBき を58oCの5慧喪酸化ナ トuウ ム 永溶液妄=
38秒 間浸せ草す る こ と妄こ よ りア ル カ リ脱騰処理 を行 い ､ 5驚硝酸溶漆に38秒間浸せ き して ス
マ ッ ト除去を行 っ た後 ､ 超音波永洗 し藍 e 電着に は 電解液 と して 東ガ ラスま尊 宅S皇e2jぬ 2e
モ ル 比 :2.2き､ 永 ガ ラス2号 宅同 :2.5)､ 永 ガ ラス3号 宅間 :3.1き の 希釈液 を健摺 した｡
各港液 とも ケイ 酸 チ ト!)争 ム 宅SiO2＋ 馳 2Oラ の 畳を重量でま8発と した ｡ また､ 温度汝258C
とし た ｡ 電着法試料 の ア ル ミ ニ ウム 箔を陽極と して ､ 終極妄= ス テ ン レ ス夜を使用 し､ 洛電
圧皇凱 30､ 50腎､ 電着時間5､ 28砂 ､ 極 閉経離5O取払で 無光沢育 毛申'己3青学均経き ､ 約e.3ii Elき
妄こ待 っ た o か く辻んは行わ なか っ た o
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尋.2. 2 イ ンキ付著建議寮
軍旗券面像港 と して の イ ン キ の 狩著し蔓こくき を調 べ る恵 め書こ､ 試料 表面をニ湿 し永を考え
た後の イ ン キ付着性を調 べ た◎ イ ン 考量ま平版用墨イ ン キ 宅東日本イ ン 考托寧 エ業 ､
GEOS-Gき を使用 し､ 湿 し永娃 漆妻El物を虚え恵もヽ凍を使用 し恵e 湿 し褒 を与 えた後イ ン キ ロ
ー ラ ー を往復する操作を3国行 っ た｡
尋. 2.3 湧弓定
電着前後 の 試料に つ い て ､ 空気中虫よび イ ソ 身 タタ ン 申の 永 の 接触 角を測定 した ｡ イ ソ
オ クタ ン は 2液法をこよ る接触角の 瀦定 に用 い ら れ藍例き) があ る の で 使用 し髭 o 空気中の 接
触 角は凍滴を付着さ せ て から皇分後毒こ湘定 した¢ イ ソ オクタ ン 申の 接触角 はイ ソ オ クタ ン
申に試料 を置き永漬を付着さ せて か ら5分獲をこ朝霧 し藍｡
電着 したア ル ミ ニ ウム 箔表面のⅠ盈ス ベ タ トプレを ､ 赤外分光幾度野 毛日本分光 三 業 ､ ぎ誓i王
農- 428型) と偏光反射瀦定装置 (日本分党 三 業 ､ P 温-5ま0型き により ､ 高感度反射法で 測定
したo ま た､ 芸PSス ペ ク ト ル を冨線光電子分光装置 (理学 電機 工 業 ､ 冨PS-7 888晋き に よぅ淘
産 した ｡
ヰ. 2. 4 EP劉塊 に よ る試桑
電着 した 試料 に つ い て ､ 平鹿 印飼韓 宅東洋エ 機 ､ ト - ヨ - 尭 - ドオ フ 竜 ッ ト22i5D霊)蔓こ
より南朝 試験を行 っ た o 不惑潜碓処理 法施さ なか っ た o イ ン キは平版相姦イ ン キ 宅大日寮
イ ン キ免 学 エ 葉 ､ 8E8S-8き､ 紙 汝ケ ン ト洗を使 用 し藍 ｡ 湿 し永娃C 配(労ノレポ 卑 シ メ チ ル
セ ル ロ - スき8. 鶴i息 ､ リ ン酸 宅85%)8,88投 亀i怠 ､ 硝酸 マ グネ シ ウム 宅鞄宅討83き2弛8き0.
まgi盈 の 永溶液ま888汲まにイ ソ プ ロ ピ ル ア 舟 コ - )レ5O盈盈 を畠Hえ た溶液を使用 した o
ヰ.3 結果お よ び考察
尋.3.1 ケ イ軽質皮膜 の 電着による ア ル ミ ニ ウム 表面 の ぬ れ性 の 変托
T 盛ie 凄.1蔓ニ電着前の ア]シカリ巌潜処理 後の 試料 と電着後の 試 料 宅電解額 ; 療 ガ ラス 3
号希釈液 ､ タイ酸テ ト!) ウム 濃度Ie%､ 浴電圧 :58腎､ 電着時間 ;5珍き の空気中磨 よびイ
ソ オ クタ ン 申の 永の 接鹿角を示す o 脱鹿処理 後の 試料 に比 べ ゲイ 酸質皮膜を電著 し恵試料
で萎ま､ 空気中の永 の 接触角およびイ ソ オ クタ ン申の 淡 の 接触角萎ま共に低くな っ た 昏 特をこイ
ソ オクタ ン 申の永 の 接触角萎ま65
o
か らま6
o
へ と慈 下 し､ ケイ 酸質皮農を電着 した こ と蔓こよ
り親永免きれて い るの が認 められた｡
イ ソオ ク タ ン 申の 永の 接触角と各界面蛋カの 閑孫 辻嘗o退曙 の 式 に よ哲鋭 下の よう着こ 怒 る ¢
- 36 -
ア s o
-
ア s 腎 エ ア o 轡 C 0 S8
こ こ で ､ ア s o : 固体/イ ソ オ クタ ン 界面蛋カ ､ ア s 野 : 固体/衰界面琵 カ ､ ア o 轡 : イ ソ オ
クタ ン/永界面琵力 ､ 8 : イ ソ オ クタ ン*の 永 の 接触角で あ る8 γ se - ア 芝野 ､ ず憩わ ち ､
固体/イ ソ オ ク タ ン 界面蛋カと常体/凍界商業力 の 差娃接触角恵ゝら努 る 這 とがで き る o
ァ o wを49.7dぎn eie Elとする とき'､ ア s｡ - γ sw娃巌藤 娘饗 した試料 で 娃21盛ぎn e/c 迅､ タイ 資 質
皮膜を電着 し た試料 で は48dyn eiczBと なり､ 固体/イ ソ オク タ ン 界薗が 固体/漉界面とな
っ たときの 界面琵カの 低下 畳 も ､ 脱鹿追理 の み の 試料 に比 べ て 電着 した試料 の 方が恵5象り
大 きい B
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Ce東急et angle §宅急glぬ Td C8 nta虎 盈 喝Ie S告農nda rd
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書 T ぬe c o n c en汝at董o n a nd SiO2iNa2O m o壬a r ratio ofs od量tl mS重l圭こate :王e%, 3. i
Bath voltage a nd e壬鑑trOdepositio 昆t圭m e:5e V,5s
ヰ. 3.2 電着面の イ ンキ 付菅性 に及ぼ す電着条件 の 影響
イ ン キ付着性試験 を行 っ た後 の 試料の 例 をぎig.逮.1に示 す｡ 宅急)娃 ゲイ 酸賢慮巌を電著 し
た試料 で ､ イ ン キ の 付着 した試料 の 例で あ るが ､ 電着 し藍試料で 娃イ ン 考 が付着しで 亀 ､
こ の ようをこわずか な普分をこ点状蔓こ付着が 認め られ る程度で あ っ 喪 中 イ ン キ の 付着 した寮費
汝 ケ イ 酸質皮膜が 存姦 して い なもち春分と考 えら艶 る｡ 宅もきはイ ン キの 付着しない 試料 の 飼
で あ る 昏 宅eき娃 イ ン キが 全面蔓こ付着 し恵試料 で ､ 電著爵の廃港処理 した試料 で ある o 宅dき
娃 宅bラ の 試料 の 電解 液と 同 じ､ ケイ 酸 ナ トリ ラム 濃度i稲の 永 ガ ラ ス3尊者釈液 毛25 ℃)
に20秒 間浸せ きす る こ と蔓こ より シ リケ - ト処 理を施 した試料で あ る o 電着し急場合5秒 間
の 処理でもイ ン キが付着しなか っ たが ､ 浸せ き しただけの 試料で 汝20秒間の 処理で もイ ン
キ の 付着 した部分が存在 した｡
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警able 壇.2に5秒間電着 し た試料 の イ ン キ付着牲 を示 す｡ 0 娃イ ン キ が付着し 密 か っ た 試
臥 ×萎まイ ンキ の 付着が 見ら れ た試料を示 す｡ 電着前 の 巌藩処 理 した ア)むミ ニ ラ ム 表面妄言
辻 堂面的にイ ン キ 娃付着 した 軌 ケ イ酸 質皮膜を電着 した試料 で 汝イ ン キ が緒著 し恵試料
で も ､ 前述 したようをこわず惑主な部分妄こ付着が認 め ら鈍る軽度 で 轟 っ 藍 ｡ 永 ガ ラ ス呈考
宅SiO2i河a之8モ ル 比 :2.2き で 電着 し整式料は ､ す べ で の 浴電圧 で イ ン キの 付馨 した寮費が
存在 した ｡ 永ガ ラ ス2号 (SiO21野盈空8モ ル 比 :2.5き､ 3号 ∈同 :3.1き で 紋 浴電圧呈8､ 38官で
汝イ ン キ接待著した が ､ 50習で 辻村著 しなか っ た 8
Table 4･3に28秒間電着 した試料 の イ ン キ付着軽 を示 すe 永 ガ ラスま骨盤よぴ2号で 辻5秒
間電着 した 試料 と 同様 の 結果を得 た o 永ガ ラ ス3号で は 洛電圧38腎で 電着し藍試料 でもイ ン
キ は付着 しなか っ た o
Table4.2 Re s tl托 ef量nk a血 e s董o n毛e盛
∈Ele etTOdepo s圭毛ie n転m e:5s)
S圭02/Na20 zT1 0la r Ba也 vo呈ta雇e∈Ⅴき
r急告io of s od圭u m sil喜_
10 3e 5ec ate s ol 嘘圭o n
2. 2 〉〈 × X
2. 5 × × 0
3, ま × × ○
○ :まnk do e s n ot a血 ere.
X :王盛 a盈e Te 8pa r秘 .
T急bie 4.3 Re s ult of ink 盈血e s董o nte st
毛玉le ぬ odepo sはo nt重m e:2O慧)
SiO乏/N盈歪O f n Ola r Bathvoぬge (Ⅴき
r atio of soaiu m si王董･
ま撃 3e 5Oc ate so王tlt圭o n
2. 2 X X 栄
2. 5 × × 6
3. 1 X e) ○
○ :王n汝 如 e sn虎 adhe T e.
× :払k adhe r e spa rtly.
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イ ン キ行着柱式験 の 結果 ､ 永 ガ ラ ス呈号 ､ 2考 ､ 3考の 頗蔓こイ ン 率 の 柑著 し恋 い 表面が 影
或き れ やすい こ とが 恕カゝ つ た o そ こ でS量8之i汚&…8のとヒ率 が高 い 方がゲイ 酸繁盛廉 が形成きれ
やすい こ とが 考え られ る の で ､ 溶液の 単位体積当た野暮ニ澄 まれるS量8望の 慶 を等 し( した永
ガ ラ ス呈号 ､ 2号 ､ 3号の 着駅 液を蓉摺 して 電着した試料蔓こ つ い て ､ 評Sス ペ クトル を湧[j 定し
た o Fig.逢.2は ケイ 酸ナ トiノウ ム 濃度呈8%の 永ガ ラ ス3号希釈液 ､ 翁よび 単位体壌当たりに
含まれ るS皇02の 慶が永 ガ ラ ス3号希釈液と 同塵 の 泉 ガ ラ ス1号およぴ2考希釈液で ､ 苗電圧5
8¥で5秒 間電着 した試料のⅩPSス ベ タ トプレで ある o ア)レミ ニ ラ ム の ピ - タ に封 ずる ケイ 素の
ニ つ の ピ ー ク (Si2s､ Si2p) の 大 き さ 娃永 ガ ラスl琴 ､ 2号 ､ 3考の 頗で 大きくな っ て お り ､
ケイ 酸 質皮膜蔓まこ の腰 に形成き れ 脅すい こ とがわカゝ つ た o ケ イ 素の亨b学 シ フ トの 遠 い に つ
い て 娃 簿記で きなか っ た o ケ イ 酸イ オ ンの 分子量萎まS圭02の営農28着こ対 する比率が 高く な る妄こ
したが い 大 きく なる の で ､ 永 ガ ラ ス呈号､ 2号 ､ 3号 の 贋蔓ニケ イ酸イ オ ン の 分子量 は 大きi
な っ て い る e こ の ようなこ とが 皮膜 の 形成きれ やすき看こ影 響 して も1 ると考えち鈍 る .
SiO之i馳28モ ル 比3.まの 溶液 で 電着 した試料の蓋PSス ペ ク トル の盈i28盤よぴS重2sの ピ ー タ面
積 を元に 得 られ る ､ ケ イ 素原子 の 教 に対する ア ル ミ ニ ウム 原子 の 敦鐸 比 率 ､ 鼻王fS圭モ)U比
妄ま約2で あ っ た o 従 っ て ケイ 素原子 の 約2普の ア ル ミ ニ ウム 原 子が検出され て い る ｡ ケイ軽
質厳ヰ蔓こア ル ミ ニ ウム が 存在 するの は 十分考えられ る が ､ ケイ 素の 約2倍 の 慶 の ア ル ミ ニ
ウ ム が 皮顔 中に存在 する と娃 考え看こくい ｡ したが っ て ､ ケイ 酸賢慮膜の 下妄こ存在 する陽極
酸イヒ皮膜 の ア ル ミ ニ ウム も検出きれ て い ると考えら れ る o 霊PSス ペ ク トル で は 表脊索急ち数n
nの 深 きまで の 元素 が検 出き れ る o した が っ て ､ ケイ 酸質鹿渡の 濃厚は 教 祖 以 下 と考えら
れ る o モ ル 比2.2お よび2.5の 溶液で 電着 した試料の 濃厚も数n 監以 下 と考え られ る o
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時間 に よ る変才ヒを示ずo 電洩密度は 短曙関で 急渡 に減少し た操 ､ 擦 考量こ減少 した o 電涜密
度 の 減 少は 主と して 陽極酸免疫巌 の 形成 によるもの と考ぇられ る｡ 飼書こ封ずる ケイ 酸賢慮
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凍. 3. 尋 E日嗣塊事芸よ る試験
イ ン キ付着牲 試験 で 良好な結果が 得られ た ､ ゲイ酸 チ トリウム 濃度18鴛の 永 ガ ラ ス3琴希
釈液 を使用 して ､ 章毎電圧58嘗で5秒間電着 した試料を三 つ い て ､ 印嗣機書≡ よる 酎嗣試験を行 っ
た o 爾 後を転写 せ ずに 電着 した試料の 他に ㌔ イ ン キと 湿 し喪の 供給の 肖 安と す る恵 め ､ 脱
胎 麹理 経 ､ 電 子 写 真 方式 プ 73 ン タ 宅セ イ コ - £ プ ジ ン ､ LP-1688空き墨ニよ 哲 卜チ - 画像 を
転 写 し た後に 電着 した試料も同時に 巌胴に付け 試験 し た 母 試験娃6888授 まで 行 っ 藍 B ぎ量g.
4. 6に6800按目の 印刷物の 写 真を搾取鏡写 真と 共蔓こ 示 すe 爾後を転写 しな い 試料 で萎ま汚艶
毒ま見られ ず ､ 平版発頭像部と して の 適性を備 えて い る こ と滋蛋わ恵ゝ つ た o トテ - 密漁を転写
した試料萎ま罪画 像部に 汚洗 が 見られ るが ､ こ れ萎まトチ - の 飛散 蛮 ど蔓こよ るもの と 考え られ も
萄著さ れ た 表面自体の 軽質で ほ な い o
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尋一 身 蓋 とめ
ア]レミ ニ ウム を版財 と は 直措聖平鹿印尉巌 の 作製に盤 い て ､ 親油性 の 蘭濠を影惑 乱
短時間で 葬 画像審を蔑永ずb する方法 と して ､ ア)レミ ニ ウム 表面 へ の タイ 酸質度廉 の 電着を
検討 した ¢ その 結果 ､ 短時 間の 電着で 親永牲 で イ ン キ が付着しない 耐 粥 の あ る表面を得
た ｡ 蔑永軽 度膜 の 形成者こ及 ぼ す浴電圧 の 影響は 大きも 蛾 電着時間の 影響 削 噌 い こ と重富
わか っ た o また ､ SiO2 触 は の 大きい ケイ 酸ナ トリ ウ ム 溶液娃 ピケイ軽質皮膜 が形成きれ
やすい こ とがわ か っ た o 形成され る ケイ酸 質皮膜の 農産 は敦n 地 下 で あ ると推定 きれ たo
短時間で 汚れを生 じ 凱 噌 永牲 の 表面を得ちれ る こ とか ら ､ 直接型平鹿 の 作製に 患 い て
親油性 画像形成後の 葬画像部 の 親 射 は ケイ 軽質皮膜 の 電着萎ま適 して い る と思わ れ る o
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貫5輩 軍 渡歩画濠紫野 威の た め の 飼養面 丘 内 の ケ イ酸質皮巌の 電著
ー卜 3き
5-1 は じめ に
ケイ 酸質皮膜毒ま軍旗穿菌像繋毒=適 し 藍窺永牲 の 襲 い 表面を宥 ずる ｡ 画像 潜 ､ 葬菌像容 と
も蔓こ金属が使用 され る多層平板 に潜も､て ､ 表面の 界面穏学的性質 か ら画像 普宥 と して 使用
きれる飼に対 して ケイ 酸賢慮膜を電着する こ とによ る親永1b を試み た¢
飼 は 多層 平版 の 画像蕃 として 用 い られる金属で あるの で ､ 窮裏面自体 ､ 画像昏と して 使
用可能で ある B 親油性 の 画像部材を飼に転写 した後 ､ 画像資財の 転写き れ て い ない 飼養面
をニケイ 酸質皮膜を電着 し､ 葬画像部とずる藩渚型軍旗で は､ 転写きれ た親 洩牲密漁審樹が
印刷量こお い て 摩耗率は く鮭な どの ため讃失 して 亀 ､ 衝像審と して 機能 ずる こ とが 考え ら鈍
る ｡ そ こ で ､ 画像審を転写 きれ た親 油性画像部財 ､ 発育濠審を電着 した ケイ 酸質皮膜 とず
る直描型平蔵 の 作製を考え､ 飼 に 対 して ケイ 酸質皮膜を電着する こ と蔓こよ る親永化 を試み ､
平鹿罪画像部 と して の 性質を調 べ た 8
飼 に電着 され た ゲイ 酸質皮膜は酸 に より除去で きるの で ､ 坪辱弓磯 の 坂岩同義膏 を飼 と し､
前述 した方法で 平版 画像 を影成 し､ 印刷後平版 画像を除去し元 の 表面妄こ戻 すこ とで も 審 き
換え可能な平鹿画像 と するこ とも考えちれ る e 競嗣上 へ の 書き換 え可 能変革版 画像 の 影威
に つ い て 娃 ､ ア ル ミ ニ ウム ス リ ー プ 宅さや) を巌B同蔓こ つ けて ､ ア ル ミ ニ ウム 表面看こ レ 00 ず
- 熱転写浅春こ よ【り､ 親油性画像繋材を付着 させ て 軍旗 爾後 を形成 し ､ 印封建除去 しで 元 の
ア)i,ミ ニ ウム 表面と し､ 再度製版を行う方法 が 轟る
4ラ
o 飼妄ニケイ 酸 賢慮膿 を奄著 し貰 審 き
換え 可能な 平鹿菌像を影成 する方法は エ 程萎ま複雑 にな るが ､ 蘭像部の 酎嗣牲 娃優れ る こ と
が期待で きる ｡
5. 2 ケイ酸ナ トリ ウム 療溶液 府 電解に よ る飼養面上 代 の 親療軽度藤の 形成
ケイ 酸ナ トリウ ム 電解夜中で 窮を陽極と して 電解処理 する こ と着こよ る粥豪商土 へ 招 親魂
柱疲巌の 影戎 に一つ も
ぅて 検討した ｡ 各種 の ケイ酸 ナ ト リウム 電解液 宅各圭8望i馳 空eモ)レ比 :8.5
- 3.呈ラ で 窮を陽極 と して 処理 し､ そ の 表面の イ ン キ付着牲 ､ ぬ れ桂 ､ 養育影怒を調 べ 患者
また､ 皮膜 の 形成 に つ い て王墓ス ペ ク トル な ど蔓こより調 べ た ｡
5.2. 1 嚢寮
5,2.守.1 電解
夜用 し恵鋼板 娃タ フ ビ ジ チ飼(3‡S-ei呈0 肝玉!2告､厚きe.3nz8)で ､ 試料 の 大 きさは≡×5c 斑で
ある ｡ 888Cの 炭酸 ナトリ ウ ム永溶液 宅i2鞄i盈きをこl分間浸せ き して 厳島賂 理 した後 ､ 5鴛硫
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酸溶液に 室温 で3e秒間浸せ きし ､ 表面 の酸 化鹿渡を除去 したe 降壇硬も飼を重層 した o
電欝 液は オ ル ト ケイ 酸 ナ トリ ウ ム 宅Si8望i封盈28 モ ル 比 :8,5､ 和 発鈍 薬三 業き､ メ タケ
イ 酸 ナ ト uウム 宅間 :i､ 和光耗薬 エ 業き の 永 溶液および永 ガ ラスl尊 宅岡 :2.2､ キシ ダ才ヒ
学き､ 永ガ ラ ス2号 (同 :2.5､ キ シ ダすヒ撃き ､永 労 ラス3尊 宅弼 ;3ふ 孝 シ ダ化学き の 希釈
液を喪用 した e さら に コ 日 イ ダ ル シ リ カ 蛋白産化学エ 業､ ス ノ - テ ッ クス28き毎度用 した ｡
濃度 娃各溶液とも ､ ゲイ 酸ナ トリウ ム 宅S圭02手持a乏8き の 重畳が5霊とな る よう妄= した ｡ 温度
25oC､ 洛電圧10!､ 電解時間5砂 ､ 極 閑琵巨鮭紋 電解液をE2 - ラ 閏蔓ニ薄霞 させ る こ とも考慮 し
て2nzBの 条件で 電解 した｡ か くは ん蔓ま行わ な か っ た o 電解後 ､ 永洗 し､ 乾燥tj た o
5.2.1.2 頭蓋お よぴイ ンキ付着牲試無
電解毒こより作製 した試料に つ い て ､ 平鹿版 画像特性を評価 するため空 気中の 東 の 接触角 ､
湿 し永を与え 恵後の イ ン キ付着性を調 べ た o 接触角娃 ゴ ニ オ メ T 夕 式接触角測定器 宅エ)レ
マ 光学 ､ G- 王型き を使用 し ､ 永滴涛下ま分後 の 接触角を判定 した e イ ン キ付着性 の 試験蔓ま
漆為日物を加えない 永 を浸 し永と し､ 平鹿用 量 イ ン キ (大日本イ ン キ化 学 エ 業 ､ ∈泉PS-Gき を
使用 して 待 っ た ¢ 湿 し永を与え た後 ､ イ ン キ ロ - ラ で イ ン キを与え る操作を3固練 り達 し､
イ ン キ の 付着牲を調 べ た ｡ また ､ 飼表面上の 皮膜 の 存在を調 べ るた め試料表面の王漫ス ベ タ
ド)レ､ 芸PSス ペ ク トル を潜慶 した｡ ほ ス ペ ク トル 娃 日本分尭 エ 某社袈赤外分党幾度計ぎ警j言及
-5388型 と偏光反 射測定装置㌘漫-518型を使 用 し ､ 高感度反 射法蔓こて 瀕定 し､ 芸PSス 鵡 タ トノレ
法理 学電機エ 某社製 Ⅹ練光電子分光装置霊PS-7080写 にて 謝意 した 8 き ち蔓こ ､ 付着 し藍度県
の 畳 ､ 皮膜 の 表面観 きを調 べ た o
5.2.2 結果お よぴ考察
5.2.2.1 療の ぬれ性 およぴイ ン キ付着軽
写able 5.i妄こ電解処理 した試料 の 永 の 接触角 と湿 し凍を与えた後の イ ン 孝付着牲を示す｡
臥 7の 電解処理率の 酸洗い 後 の 試料の 接触角 娃81
¢
で あ っ たe 高 £ ネ]レギ - 表面で あ る金
属をこ つ い て 娃 ､ 表面汚 染が な狩れ ぱ ､ 萎まとん どす ぺ て の 金属表面で 衆議萎ま広力量る と い うの
が今日定説と怒 っ て も篭る
s)
o しか し ､ 金属表面 は高 三 ネル ギ - 表面砂 え葬常 に汚染され草
すi､ 清浄な表面の 接触角を瀦定す るの 汝極 め て 賛 しい ｡ 車洗い 後 の 試料の 接触角が8io
とな っ たの 汝有機物 の 吸着に よるも の と考え る｡
電解処理 した試料の 接触角 娃電解 液が オ)レトケイ酸ナ トリウム ､ メ タゲイ 酸ナ トリ ウ ム
溶液虫 よぴ コ ロ イ ダ]レシリ カの 場合 に萎ま呈O - 20¢ と象 り ､ 声o.3､ 凄､ 5の 永 労ラ スま号､ 2号､
3 考希釈液の 場合蔓こは永瀦 は広が っ た ｡ イ ン キ の 狩著牲 に つ い て萎ま､ オ]レトケイ 酸ナ ト リ
一 種7 -
ウム ､ メ タ ケイ酸 ナ トリ ウ ム 溶液お よぴ コ ロ イ ダJシシ リカ で萎ま寮費約に イ ン キは 付着 した
が ､ 永 ガ ラ スi 号､ 2号 ､ 3号で 娃付着し蜜泰 っ た ｡ こ の 結果 ､ 喪労 ラ スま号 ､ 2考 ､ 3号の
電解 液で 電解処理 し藍試料は軍旗 の 葬画像穿として費用可能な親痕軽 の 簸 きを宥 して い る
と考え る こ とが で きる o なお ､ 電解処 理 し恋い 試料で 辻堂商をこイ ン 卑が緒著 し藍 o
Table 5.1 Con七ae七 a ngle, i 盛 T e e野毛量甘夏もy, 5態㌘ぎ亀C e ㌘O u轟n e s 5 O君もhe s 弧Pie s
a nd 官eighも 8f 七色e f皇まEiS O n C OPPe ㌘ S 甘㌘君a e e書
Sa野1e ･Ele c七㌘ely七e
事
S量0…/河鮎8 p召 ∈窃nも盈eも ま盛 腎ei癖も S笥㌘ぎ盈e e
馳 .I 扱O王邑㌘ angle ㌘母CeP群 oぎf重量Et ㌘o喝畠n e$5
㌘aもio 宅盛時丁韓き 恵主管iもぎ 宅夢i斑2き 私 学扱き
i Sodiu迅
o T鴫o silica七e 0.5 王3.3 13 △ e.8毒
2 SodiⅧ
盈e七a s皇iie 昆もe i i3.i 10 良 8.86
3 SodiuBt Sil主cate
s olutio n 2.2 12.8 O ○ i.0 8.ま8
4 Sod圭硯 S豆i圭c亀毛e
s ol怒t豆ぬ 2.5 i王.7 8 0 2.6 8.2凄
5 SoditlnS董i重c 盈七e
s oiuもieri 3.呈 まi.3 8 ○ 6.i 8事52
6 Co王ioi ぬ王
s豆-Iie盈 ま8.i まO △ 呈&2 8.87
7 Bef打 e e王e eもr8盛時O S重患ion
宅盈ft昏r piekli喝) 8ま 米 O.85
事 Co n e e nもT 亀t圭o n of Sodi怒盈 Sil呈ea七e: 5%.
0 : Ⅰnk 逮oes n oも a血e T e, △ : 王nk a血e T e SPa T竜王ぎ, X ; ‡盛 農ah曽㌘e S e n七重r e皇ぎ専
I
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5.2. 2.2 王Rス ベ タ ト]レ轟よ ぴ芸P§ス ベ タ 卜1』
F皇g.5, は 電着薗の ほ ス ベ タ ト]レを奉ず｡ 約呈2窃8 から988eErlの 範囲蔓こ ピ ー クを持 つ 吸 戟
娃Si-8伸緒転 勤に よ るもの と考えら艶8 = 〉､ 馳 .呈の オ]♭トケイ 酸 チ トリ ラム 溶液以 舞 の 馳 .
2 - 賢o.6の メ タケイ 酸 ナ トリ ウム 溶液および永 ガラ スi､ 2､ 3琴希釈液勺 コ ロ イ ダ]レシリ 尭
で 電着した試料 にみ ちれ ､ タイ酸 質の 塵巌 の 存姦を示す o 馳 .5の 喪ガ ラス3号 の 場合馳 .3､
4の 永ガ ラ スi号 ､ 2号妄こ比 べ て 敬叔の 谷の 深きはかき い が ､ 還 れ は試料表面の 捜 さ蔓芸 よ る
入 射尭 の 敦乱など の ため ､ 試料か ち の 反 射光が弱く 恋 っ た め で ､ 吸叔強度 が かさ い 恵 め 習
は ない o オ ル トケイ 酸ナ トリウム 溶液で 亀理 した試料 に つ い で 娃§i-8妄こよ ると考ぇちれ る
吸叔 は検出で きな か っ 皇 統 永の 接触 角娃 大 きく底下 して い る こ と から ､ ゲイ軽 質物質畠豊
存在 する こ と畠宝考え られ るの で ､ 芸PSス ベ タ ト)レに より表面蔓ニケイ 索が存在する 顛調 べ た o
Fig.5.2 の 触 .i がオ ル トケイ 酸ナ トリウ ム で 処理 した試料 の芸PSス ぺ タ ト)レである ｡ Si望s､
Si2pの ピ ー ク が検出きれた こ とに より表 面をニケイ 酸質物繋が 存姦する こ とが わか っ 藍 o ま
た ､ 野o.3の 永ガ ラ ス1号脅釈液で 娃 ケイ素 の ピ - ク が強 く 怒 っ て い る o
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to the s a取P呈e n tl指bers in Table 5. i.
5.2.2.3 度渡 の 付着量 お よ び裏面形態
晋abie 5. は 皮膜 の 付着量 を示す o 試料 の 重畳 を電子究ぴ ん でま弓蓋 し ､ 電着をこ よる単位
面積 当た りの 試料の 重畳 の 増加を付着量 と したe オ)レトケイ 酸ナ トリウム ､ メ タ ゲイ 酸 ナ
トリ ウ ム 溶琴で 電着 した試料で 娃 ､ 付着量が 少恵も､ため ､ 緒著慶を求め る こ と萎まで き恕か
つ た や 泰ガ ラ ス で 娃i考 ､ 望号 ､ 3号の贋 に付着量は多くな っ た o コ ロ イ ダ)レシ!) 索の 場合 ､
形成きれ た皮濃 の 大部分蔓ま､ そ の 後の 永洗の 後 の 乾燥 エ 樫をニお い て萎まく離する の がみ られ ､
こ こ に
ヾ
示された畳萎ま表面 に残香 した畳 で あ る e
オ ル トケイ 酸 ナ トリウム ､ メ タケイ 酸ナ ト リウム 溶液で 付着塵が少なく ､ 永 ガ ラ ス1号 ､
2号 ､ 3号の 贋 に 付着量が 多くな っ 恵の萎ま､ §i82i馳 28 の 比 が大きく怒 るに と亀な い ケイ 酸
イ オ ン の 平均 分子 量 が 大きくな る こ とな どが 原因として 考え られる 昏 ケイ 酸ナ 較リ ウム 喪
溶液はSiO2f馳 28 の 比 に よ っ て ､ 永溶液中に含ま れ るケイ 酸すヒ撃種の 塵 が 異怒 る ¢ メ タ ケ
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イ酸 ナ トリ ウ ム(S量O芝i馳 望O- 呈きある い萎まそれ よりモ)レ比の かき い も の妄ニ つ い て萎ま､ 主と し
て モ } ケイ 酸イ オ ン が存左 し､ よりモ]レ比の 尭きな溶液書芸恵も育ては ､ モ ル 比が 東 きくを る
に つ れて ポ リケ イ酸イ オ ン が増漉 してもぅく蕃)e
Table 5. =こ電着薗の 申i色盲藻琴均観き宅毘aき､ ぎ豊g.5書3妄ニ電着葡の 顕寮鏡琴薬喪 よぴ穐き将
プ ロ フ ィ ー )レを示 すo 電着商法 平鹿 の 葬賓後部と なるた め ､ 保泉軽蔓≡関係 する粗 さを朝霧
した o オ ル トケイ 酸 ナ トリ ウム 宅馳 .まき､ メ タタ イ酸テ声リウム 看ぎo.2きの 電解 液 で 電着
した試料で は ､ 馳 汝酸洗い 後の 試料の8.85ii 投 と萎まぽ同 じ序 で あ っ た e 永ガ ラ ス 習 の 電着
で 娃艶さ は増加 し ､ i号 ､ 2号 ､ 3琴の 原妄こ大きな億 とな っ 藍 ｡ 付着 登竜 芸 の 腰 で 増尭日して
お り､ 粗き の 増加 紋付着畳の 増力日と関連が ある こ とが考 えられ る 申 市販 のPS巌 の 界面線番
の 中心 線平均粗 さ 披0.≡ - 0.8が 温 くらい 9〉 で 轟り ､ 永 ガ ラ ス で 電着 し藍奄 の 娃P畠巌 と同程
度 の 観 き を宥する o 電着商の写真 に泰 い て 義 戦 馳 .l､ 野o,望の オ)レト､ メ タ ゲイ 酸 チ トリ ウ
ム の 電解液 で 電着 した試料 娃皮膜 が薄 い ため か電著前 の 表面 と轟まり変わちず､ 野8.毒､ 鮎 .
5の 永ガ ラ ス2号 ､ 3号肴釈液で 電着した試料で萎ま付着 した購が 見ちれた 昏
書き換え 可能 な平鹿画像 の 形成 へ の 応 用の ため ､ 軽量ニよ る慮廉の 除嘉 に つ い て 演 ぺ た ｡
馳 .5の 永 ガ ラ ス3号希釈液で 電着 した試料を5% 硫酸溶液に28秒間浸せ き した試料 に つ い て
イ ンキ 付着牲試験を行 っ た ｡ そ の 結果､ イ ン キ は全 面に 付着 し ､ ケイ 酸質皮膜が 除去 きれ
る の がわ か っ 藍 o
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5.3 ケイ 酸カ リ ウム 療溶液a)電解 に よる粥表面皇 へ の親 療軽度巌 将 形成
ケイ 酸ナ トリ ウ ム 薮藩液を粥を陽極 と して 電解ずる こ と蔓こよ り ､ 飼表面止に 親東経 の ゲ
イ 酸 質の 皮膜 が短時間で 生成す る こ とが わ か っ 恵 ｡ 芸 の 這 とより ､ 溶融璽熱転 写 方式 ､ イ
ン タ ジ ェ ヅ ト方式 ､ 電子琴薬方式 プ!)ン タなどで親 洩軽画像を飼養商量こ形成 した擾 ､ 親油
性物 質の 存在して ない 飼養面蔓ニケイ 酸褒皮膜を電著する 芸 と書こよ哲 ､ 直接窒平版 の作 製が
可能 に なる と考 えられる ｡ ゲイ 酸 ナ ト リウム 永溶液蔓こよる電着に つ い て ､ Si827馳 三宅ほヒが
皮膜生 成に与 える 影響を調 べ た結果 ､ Si82i弘 之靴ヒが 高い と療廉 が生 じや す い 芸 とが わ か
っ た o そ こ で ､ ゲ イ酸 ナ トl) ウム と 同様をこ永溶性 の タ イ酸塩で 轟り､ S重態2i監望8モ]レと巳の 高
い 溶液 が 一 般をこ供給きれて い るケイ 酸カリウム 溶液を使用 し ､ 電解蔓こよ る飼 養面上 へ の 皮
膜 の 形成 に つ い て 調 べ た o SiO2/琵乏8モ ル 比お よぴ 濃度 の 異なる ケイ 酸カ リ ウム 溶液を使摺
し､ 浴電圧 を変えて 電着を行 っ た e そ し
`
て ､ これ ら が皮膜の 形成 ､ 皮膜 の 宰巌葬 画像部 と
して の 性質な どに 与える影響に つ い て ､ 湿 し永を与え 恵後の 電着 され 藍表面 の イ ン キ緒著
性 ､ 顕微鏡写実 ､ 王監ス ペ ク トル恵ゝら検討 した o また ､ 電着蔓こよ り形成 し恵ケ イ 資質疲膜 を
非画像穿と する直接型平版印嗣巌を作製 し､ 印刷試験 を行 っ た ｡
5. 3. 1-実験
5.3. 1. 1 電着
任用 した鋼板 娃タ フ ピ ッ チ飼 (J王S,ei180Pま/2凱 厚さ8.3監nき で ､ 88申∈の 巌酸チ ト リラ
ム 永溶嘩宅i望8gj急きをこi分間浸せ きして ア ル カリ髭籍処理 し恵擾 ､ 5鴛硫酸溶液妄こ室温で38
秒間浸 せ きし ､ 表面の 酸化皮膜 を除去 した o 終極板も同 じ鋼板を使用 し恵昏 電着蔓ま5c 昆X2
e zRの 表 面に 対 して 行 っ た ｡ 電解 液 に 娃､ SiO乏i夏空0モ ル 比 が2il( 純正化学き､ 3. 4 (キ シ ダ
化学き､ 3.9(和光鈍薬 エ 薫き の ケイ 車 力 リ ラム 溶液 を永 で 肴釈 して ､ ゲイ 酸 類 リ ウ ム 濃
度を5､ 10､ 28%とした溶液を使用 した o 電解液の 温度娃25oCと し､ 浴電圧3､ 5､ 皇8腎､ 極
間距番2EL恥 電解時間5砂で 電着 した ¢ ipく汝ん は行わなか っ 藍 ｡ 電着後宵 泉洗 ､ 乾燥 した o
5.3.1.2 イ ン キ付着性試寮 およ ぴ王拷ス ペ ク トル の議弓変
電解毒こより作製した試料書こ つ い て ､ 平版画像特性を評額ずる ため ､ 湿し凍を与えた後の
イ ン キ緒著牲を調 べ 藍 o イ ン キ付着牲の 試験法 ､ 湿 し東 に漆廃物を尭日えな い 永を
′
愛用 し も
平版 用量イ ン キ宅大 日本イ ン キ危 学エ 業 ､ CAPS-Gきを使用 して 行 っ た 昏 湿 し永 を与えた後 ､
イ ン キ ロ ー ラ で イ ン キを与え る操作を3巨‡繰 り達 し ､ イ ン キ の 付着性を調 べ た o また ､ 窮
表面上 の 電着した慶漠 のⅠ監ス ペ ク トル を赤苑 分光幾度計 ほ 本分尭エ 業 ､ F晋7Ⅰ監-き3O型き
と高感度反射法で ある偏尭反 射鴻窪装置 宅同､ P盈-5王8型き に よわ測定 した ｡
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5.3.1. 3 平版 棒鋼簸 の 作製
銅箔蔓こ電子 写真方式プ リ ン タ 宅セ イ コ - エ プ ソ ンも㌢-呈68Oき 妄ニより トテ - 画像を泣暮ナ､
トナ ー の 存在 して ない 窮表面上 にタイ 酸質塵膜 を電着する 這 とをこよ り､ トナ - 審分をイ ン
キの 付着する 画像 臥 ゲイ 資質度贋寮費を葬 画像彰と する平版 野鶴巌を作 製 し､ 野覇8 を試
み た o 銅箔はリ ン 脱酸飼 宅g王S､C呈2望8盈-≡､ 厚さO.8呈n 扱き で ､ ポ リ 芝 ス チ ル フ イ)レムに 貼り
任用 した ｡ トナ - 画像 の 付着性を高め る 恵 め に ､ 塩才b 華ニ 鉄泉 溶液(皇5o B重きで 表面を処理
(25oC､ 5 秒間浸せ き) した o 銅箔上 に トナ ー 画像を形成 し､ タイ 資質度廉 を電着 した 8
作製し た平巌を平版 手動校正磯 (下壇鉄 エ 所 ､ 員P- 純 型き で 平版用塵イ ン キ 宅東 日本イ ン
キ化学 エ 業 ､ C ゑPS-伝) を使用 し ､ 添加物を妻ロえな い 永を湿 し凍 と して 印刷 したe
5.3書 2 結果お よ び考察
5.3. 2.1 イ ン キ付着性
Tab呈e 5･2 にSiO望/監2批ヒの 異な る各電解液 に患 い て ､ 電解液 濃度 と浴電圧 を変え て 電普
した試料の イ ン キ付着軽を示 すo イ ン キ付着牲 の 評価は 目視 評価 で ､ ○は イ ン 寿 が付着 し
ない こ と ､ △ は イ ン キが部分的に行者､ x 娃 全 面に付着 した こ とを示 す.
SiO砦f監20モ)レ比2.i の 溶液の 場合 ､ 濃度 に よちず浴電 圧18腎で 電着 し恵試料 は ､ 目視 罪
腐 で イ ン キが付着 しfJ:い と判断きれ 恵 o 5嘗で 電着 した試料娃 イ ンキ が部分的をニ付着 した ¢
3V で娃濃度5､ 1硝の 電解 液の 場合 ､ 全面妄ニイ ン キ が付着 した ｡ し急呈し ､ 顕鞍鏡観察 鍔 結果 号
イ ン キ が坪著 しな い と判断きれた王8¥で 電着 した 試料で も ､ ず 環 て の 試料を三お い て かき 怒
点状 にイ ン キが付着 して い る部分が 轟る の が 見 い 出き れ た 宅Fig.5.4､ 濃度i8驚きo
- 5竜 一
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Si8望7g碧 眼 舶 ヒ3･種 の 溶液の 場合∴梁塵量8､ 望硝 の 電解液で呈8菅 で 電着し た試料 軌 目
視評蕗 で イ ン キ が狩著 し蔑も竜と朝済さ艶 た申 しか し､ 芸 艶 ちの 試料を発散綾習 観察す ると
モ 郎ヒ281 の喝含と弼 じく ､ Ijもき 恕感状書=イ ン 寿 が緒著し貰 い る部分 があ るの が 晃H 出き
耗 た 看ぎ圭g･5 ふ轟､ 演度量8驚きo イ ン 孝狩賓桂試験前の 感度慧8慧の 電解 液で18¥ 習電着 した試
料を顕教 鏡で 見 る と ､ 皮膜に 亀裂尭霊夢教務姦 し琶 を-るの 為隻語め ら れ た 宅F圭g.5.5- B きo 三
の 亀裂は乾蟻書こ よ る疫顔中の 凍労の 減少に より ､ 療膜の 捧墳が減 少し 藍 ため妄言生 じたと考
え ら れ る o 亀裂の 生 じた痩漠 は軽く こ す っ て も看護く 挺し ､ イ ン 孝狩潜性試験 の 綾将 試料 で
桧皮膜 が 沸分的 に 欠落 して い るの が観察きれ た 宅ぎi誓書5.5- ∈きe 鷲 別 ヒ3.4 の 顧解 頼の 場
合 ､ 潰度i8鴛の 溶液でま0嘗で 電着 した試料で 亀 ､ 濃度2硝 の 電解液に よ る試料ほ どで萎まな い
が皮膜 の 欠落が み られ たの で ､ 欠落前の この 度腰 の 豊盈 を減産 し た結果 ､ 種. 7g郷 で あ っ
た o モ 朋 ヒ2･ l の同洩度 の 電解液で 同じ浴電圧 で 電着 した場合の 感涙登愛 媛 u 富j毘2で 轟 っ
たの で ､ モ ル 比3･ 紙 電解液の 場合で は モ ルと巳2･呈の 電解液の 磯 部 ニ比 べ で 皮膜は か 怒 り厚
く な っ て い る と 考え ら鈍 る ｡
鼻
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*
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eo n eeぬ atie B :望8 %手 B盈th v e王も喝 e:i e V
Si8慧i監28モ ル 比3さ9 の 溶液の 場 乱 演 劇 e､ 2哨 の 葛常務で は ､ 5習お よ 劉 8嘗で 電馨 し
た試料が 目視評感で イ ン キ萎ま付着 しな い と判断き艶 藍 ｡ しか し ､ 鍔教鏡観察で は 他の モ み
比 の 電解液 に よ る試料 と 同数 こ れ ら 砕 試 料 こ萎ま点状妄言イ ン 孝が 緒著 して い る部分が ある
の が 見ら れ 藍 (F圭g ふ 6､ 濃度呈8罵､ 浴 電圧王弼 ○ ま た ､ こ れ
`
らの 皮膜書こ妄ま亀裂草 魚落が
生 じた ｡
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ぎi昏息 6 H ie f野 ぬo細 野 呼亀 母fele醜若edep鵡 鹿e適 温呈n 毛色免曽F呈n藍
色曲 e昆i繊 毛e盛き.
S量02iE望O m 8呈a若 君8もie efもh疫 eleeもF車 毛呈c 8 01 盛8n :醤.昏
Co邑ee n短 最も孟e 汲:le 鶴
,
B急th v e呈毛色酢: 呈8 V
モ ル 比3･4 お よ ぴ3･9 の電解液 に よ る試料で は ､ 亀襲の 太 っ た痩膜の 欠落が認 め ら絶 た
試料 で 竜 ､ イ ン キが 付着 しな か っ た e そ こ で ､ 欠落 した皮膜 の 下 に ケイ 酸 腎虚腰が 薄霞 し
て い る か を調 べ る た め に ､ モ 朗 ヒ3.4 お よ ぴ3･9 の濃度28鴛の 電解液 でま8嘗で 電 着し た試料
に つ い て ､ 亀裂 の 薄霞 した皮膜を脱巌綿 で こ すり強制的に 除去 した後 ､ 豪商の 三 党 ス ペ ク
トル を 測定 し た o Fig･5･ 7 にそ の 結果 を 示 す o 約ま380- 98Oc 琉
- ! 書こ か け てSi- 8- 伸縮転 勤
によ る も の と考 え られ る 吸収 畠 … が 認 め ら才篭 ､ 欠 落し た疫 膜の 予 に 奄 ケイ 軽 質皮膜 が存
在 して い る の が わ か っ た o
以 土 の 結発か ら ､ 電解液のS圭O2fg2Oモ ル 駄 萄解液濃度 ､ 浴電圧 が高く 怒 る と捜索軽 度
膜 は生 じや すく 象 る が ､ モ ル 比3･4､ 3. 9 の溶液で ほ生 じた皮膜綾 下層部を除 い て 欠落 し辛
す い こ と が わ か っ た B
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第 3牽の ア ル ミ ニ ウム 板 の シ リ ケ - ト施理妄こお い て ､ 影成きれ る皮膜が8.7n nと動産 き
れ た 条件 で ､ ア ル ミ ニ ウム 箔の 無光沢面を処理 し整式料看ニ妄孟イ ン キ が付著 しな喪 っ た e -
方 ､ こ の 実験 の イ ン キ付着牲試験着こ磨い て妄孟､ 皮膜が厚 く恋う皮膜 の 欠落が み ちれ た試料
以タもの 多(の 試料におい て イ ン キ は付着 した母 こ の 理 由と して萎ま､ こ の 実験書ニおい て 法 華
光沢 を宥する比較 的平滑 な表面を亀 つ 鋼板を使用 した ため ､ 形成 き鈍 る皮膜 が薄らヽ場合は
比較 的平滑な表面となり､ 深永性 が悪く ､ 湿 し永不足量こな 哲､ イ ン キ が付着 した こ とが 考
え られ る ｡ ア ル ミ ニ ウ ム 箔の 無光沢面の 尊台娃 轟る程度 の 港きを有 し､ 原液種を轟 る程度
備え て い る ため ､ 極めて 薄 い 皮膜で もイ ン キは緒著 しない もの と考え られ る¢ また ､ ア ル
ミ ニ ウム に比 べ て ､ ケイ 酸質農 の 付着力が飼の 場合弱もぅため に ､ 薄 い 皮膜 で 辻 ､ 皮膜 がイ
ン キ 付着柱式最中に消失する こ とも原因として 考 えられ る o
5.3-2. 2 電着面の王民ス ペ ク トル
Fig.5.8 に､ SiO2f監之0モ ル 比2.l､ 濃度i硝 の 電解液で 浴電圧3､ 5､ i8習 で 電着 し藍試料
の王毘ス ぺ ク ト 舟 を示す o 3Vで 電着 した試料のⅠ農ス ペ ク ト ル は電着前の 飼表面 の ス ぺ 夕 トノ♭
と ほ とん ど差は なか っ た ｡ 5V で電着 した試料 で は ､ 約i38O- 9OOc 盗
‾ l
に 釧ナて のSi-O- 挿
緒妄動 に よ る亀 の と考えられる吸収6'7' ､ 約338Oc n
- 1 に ピ - クをも つ プ ロ - ドの 永 の0一方
伸縮夜 勤に よ るもの と考えられる吸 収 醐 が 薄霞 した o こ 鈍 ら の 吸収さま呈8¥で萎ま敬凝 強度
が増 加 し た ことか ら､ き嘗で 電着した試料 よ りも18腎 で 電着 した試料の 方恵真電響 きれ た盛廉
は厚 く な っ て い る と考えられ る ｡
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5. 3. 2. 3 平 鹿印刷版 へ の 応用
電着は ､ 電解液にSi82/E28 モ ルfヒ2. 1 鍔溶液を使用 し､ 奄解液濃度l鴫 ､ 垣間距離望投機 ､
浴電圧ま8¥ 野条件で 行 っ た e 不惑蔚托処理 を施き ず ､ 漆細物を加 えな い 喪を湿 し永 と し琶 ､
ヨ - 卜紙に 軍旗手 動校正 機で 印鞘 を行 i3 た o 印刷き れ た呈O ボイ ン 巨の 大 きき の ｢鋼+ の 受
字 の - 部 をF重g.5.9一 兵 に 示 す o 爾 線審の 白く な っ て い る寮費 は光の 反 射に よ るもの 鷲 ､ こ
の 部分に もイ ン キ接待著 して い る e イ ン キ に よ る 汚れ萎ま見られ なか っ 藍の で も きち に 野 郎
物の 斉爾後蕗 を鑑 大して 見る と ､ F皇g.5.9-B に 示 す よ うをこイ ン キ の 小さ な盛が 存在ず る審
労が あ っ た o し尭5 し､ 坪柄物 を目視 した場合 ､ 発酵後部と鍔欄 して な い 観 との 差ほ 兇ら純
な か っ た ｡
Fig･5･曽 M ieFOPぬ醜 e昏r apもs efpTin毛e盛 eあ盈 T盈e恵eT 終き及迅d 泣O n-孟m a欝e 歳fe盈 鍔き.
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5事4 飼養面上 に 電着 し藍ケ イ酸賛意廉 の 平鹿穿画像審と し首 の 性質
電子 写 真方式 プ リ ン 如こよ り飼表面毒こ蘭像 を形成 した後をこタイ 軽質塵顔 を電着 して 搾饗
した厳 によ哲､ 平鹿校正 磯 で の 印刷で 崇敬 の 坪朝 物を得たの で ､ 飼落書こ電着 したタイ軽質
皮膜 の 平鹿葬画像馨 と して の 性質を耐尉牲を*j邑も妄ニ調 べ 藍 ｡ 酎駒軽量=萎ま電着夢れた塵巌 の
膜厚 が 閑孫 する こ と が考えられ るの でミ 浴電圧と時間を愛鳥て 電馨し藍 o 電解液萎ま喪 労 ラ
ス2号希釈液 宅タ イ 酸ナ ト リウム 永溶液き を便摺 した｡ そ して ､ 王昆ス ペ ク トル ､ 富PSス ぺ タ
ド) ほ よ り ケイ酸 賢慮巌 の 形成をこ つ い て 欝 ぺ ､ 電着した表面の 平蔵舞画像潜と し号 の 酎飼
性 ､ 汚れ性を平鹿 印刷機妄こ よる耐溺牲試験 に よ り調 べ 恵 ｡
5.ヰ事1 来襲
5.ヰ.1.1 電着
鋼帯 (J王S,eま228温一打､ 厚 さ8 m監遊 =こポ リ エ ス テ)レフイ)レムを貼 っ た 乳 画像部 と怒 る
物質の 付着牲 を向上させ る ため ､ 壊すb 奉ニ 鉄泉溶液 く濃度23慧､ 258C=こ ほ秒間浸せ き し ㌔
表面を海面化 した o 電解液は永ガ ラ ス2号 (キ シ ダ柁 乳 Si8乏i馳28モ ル 比 :2湖 の 希釈轟
くケイ 酸 ナ ト リ ウム 濃度iO慧) を伺 い た ○ 試料の 銅箔を陽極 と し ､ 障 齢 ニス テ ンt, ス 夜 を
削 ､ ､ 電極 間距離58mzR､ 電解液温度25¢Cで 電着 した o 電着時間さま5秒お よぴ王O砂 と し､ 浴
電圧萎ま3､ 7､ 粍 13Vとし恵 ｡ かく娃 ん萎ま行わ なか っ 恵 o
5･4･1･軍 測定
電着 し恵試料 に つ い て ､ 空気中の 永 の 接触角を ゴ ニ オメ - タ式接触角測定車 宅エ 舟 マ 光
乳 G- Ⅰ聖)着こよ り瀦重 し患 o 永滴を付着きせ て か ちま分後 の 接触角を瀬浸 し恵 a
電着 した銅箔表面 の‡毘ス ペ ク トル を赤外分光光 度計 ほ 本分光 エ業 も ぎ写/王漫-壕28空き と
偏尭反射 測定装置 蛋白本分発 三 業､ P温-5iO型 =こよ り ､ 高感度反射法で 渦度 し た 8 ま恵 ､
XPSス ペ ク ト ル を貰練光電子分光装置 宅理学電機 エ 菜 ､ 芸㌘S-788O誓き蔓こより淘蓋 したe
電着きれ考慮濃 の 重畳 を調 べ るため ､ 電着 した試料を5% 硫酸森溶液妄こ3分間浸 せ きし ､
皮膜を除去 し､ 除去後の 重畳 の 減少を求め た ¢
5.ヰ. 1.3 印刷機 に よ る試験
平泉 葬画像叡 と して の 適性を調 べ るため に ､ 平鹿碍飼嶺 若衆洋 エ 機 ㌔ 22王5D芸Gき に よ り
印刷試験を行い ､ 酎尉性を調 べ た o 電着さ絶た表面自体の 平版葬画像審と して の 軽質を窮
ぺ るため に ､ 蘭像密封を転写 せずに電着 した試料に つ い て 調 べ たe な瀦 ､ 不惑海蝕処理蔓孟
行わ なか っ た ¢ イ ン キ と 湿 し永の 供給の 目安 とするた め ､ 電子琴 裏方式 プ リ ン タで 文事を
室
ii
‡悪
妻
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転写 した後 ､ 呈8官で5珍問電着 した試料も ､ 各試料 と共書こ両 面テ ー プをこ よ哲印 刷機 の巌胴 に
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キは 平鹿用量イ ン キ 宅東日本イ ン キすb 学エ 菜6蓋8S-Gき､ 鶴萎まケ ン ト鑑を便属 して3O88棲ま
で 印刷試験 を行 っ た¢ 試料娃葬画像部で ある恵め ､ イ ン キが 緒著 しない 這 とが感要とき鈍
る o そ こ で 印朗読験 した紙妄こ つ い て ､ 明度指数乙
革
の 寝をカ ラ ー ア サ ラ イ ず - ほ 立製作所 ､
C-2000､ C光濠き によ哲潮浸 した o
5.ヰ. 2 結果お よぴ 考察
5.ヰ. 2.1 接触角
Fig･5･まO;=5秒 間電着 した試料 ､ ぎ豊富 ふ i は iO秒間電着 した試料 の 凍 の 接触 角を示すo
電着す る前の 試料の 接触角娃i8o 前後で あ っ た o 5秒間の 電着で 汝 洛電圧3 - 呈8¥ で電着 した
試料辻8 - 11o となり ､ 13冒で 電着 した試料で 娃液鴻綾広 が っ た ｡ 王8秒間電 着 した試料 で 紘
3 - 7官で7 - 9o となり､ ほ ､ 13Vで 電着 した試料で は 液滴汝 広が っ た o こ の よ うに 電着 した
試料 娃ま呈
○
以 下 の 鹿を示した ｡ 液滴が広 が っ た試料 は ､ 王温ス ペ ク トル の 結果 か ち皮膜が厚
く電着きれ た試料で あ っ た o こ れ らの 試料 に 法度準の 亀裂や粉状化 の頼 南が み られ ､ こ の
た め液漬が広 が っ たもの と考え られ る o
25
′冨 乏O
*
亀
中
吉 1 5
⑬
-
玩
=
或 n
ヰ㌔
O
a
毎 春
O
◎
至昏efw e e事餌trOdepo s托妻研
喜
重 蕊
昏 3 写 7
Bath ¥¢托喝専宅碗
1母 音3
Fig息10Conta ct a ngle of 腎 盈te T On e呈e ctrか
depo s董もeds圭ま量c e o tlSfilm v s, bath∇o漉age,
for 5 s e c onds ofele cもrodepo s主軸 n tim e.
- 6i -
望5
′ヽ
霊芝8
玩
⑬
℃
忘 1野
｢亀
こ
確
宅 1e
暑
B 5
B
董捗母君w e e董e醜F 窃depo 巷ほ妻8 n
窪 喜 董
8 3 き 7 1¢
Ba蛾 ¥ e‡嘘ge宅vき
13
Fig･5･11 T he s am e a s exc eptfoT 呈8 se e 窃nds o雷
ele ctrodeposi鮎 n tim e.
i
5,ヰ.2. 2 ⅠR スベ タ ト)Lお よぴ芙PSス ベ タ ト)i
Fiぎ･5･ 12妄ニ5秒間電着 した試料 ､ Fig.5. 13着こiO秒間電着 し た試料 の王監ス ペ ク トル を示 す¢
5秒間の 電着の 場合 ､ 浴電圧3､ 7､ ま0官で 電着 し乏試料萎ま電着す る 前の 試料 と比較 しで 経 と
ん ど差放 み ら れ な か っ た o i3腎で 電着 した 試料で 捜王218 - 8O8e n
-‡をニS嘉一 郎車線振動妄こ よ る と
考えられ<る吸 収
11'が 環れ た o ま た ､ 3400ezR
- l付髭 に ピ ー タをぁ つ プロ - ド恕吸収 は敬著永
お よ び シ ラ ノ - ル 基のe-H俸給振動蔓こよ るもの ､ 約呈638e 遜
‾lの 吸収 法吸着凍 招HeH変角振動
に よ る亀の と考えられる紺 = 王)｡
i8秒間電着 した場合 ､ 3習お よぴ7V で電着 した試料は 電着する前の 試料 と比 較 して萎まとん
ど差は 見られ なか っ た ｡ 呈OVで電着 し恵試料 で萎ま､ 12ま8- 88 e n
- i
妄ニS圭一0停緑藻動妄こ よる
吸収 ､ 約37OO - 3OOOe 投 ” に シ ラ ノ - }L,基お よび永 の8- 摂紳緒振動書こよ る吸鍍 ､ 約i63 0e 邑
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蔓こ永蔓こよ る吸救が み ら絶 たo i3嘗で 電着 した試料 にも呈8嘗で 電着 した試料 と丙 じ位置に 敬凝
が 認め られ た が ､ 粉 状化看こよ る入 射光 の 散乱の 影響が大きく､ 敬 壕蔓ま明瞭には 現れ なか っ
恵 ｡ 王温ス ペ ク ト ル の 結果よ り､ i3腎で5秒間電着 した試料およぴま0敬 呈3嘗で王8秒間電着 し恵
試料放 免の 試料 より亀虫穏 り厚 く電 着き れ ､ また皮膜申に永を含 ん で い る と推定 き鈍 る苧
他 の 試料妄こお い てS 卜8 によ る吸凝 が み られなか っ たの 娃 ､ ケイ 軽 質皮膜 が薄 い ため と考 え
られ る o
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Fig書5･王2の 電着時間5砂の 試料の 柑 ス ぺ ク トルをこおむ､て ､ 洛電圧3､ 7､ 18Vで 電着 し た試
料で はS妻- は よ る吸凝が碇託で きな か っ たの で ､ こ れら の 試料 に つ い で霊PSス ぺ タ トプレを
淘重 し た o F ig･5･1如こ芸PSス ペ ク ト ル を示す｡ す べ て の ス ペ ク トル にS圭2s翁 よ ぴ霊i2pの ピ
- タが環れて おり､ ケイ 酸質皮膜が 存覆す る こ とが わ惑き つ た ｡ ま髭 ､ 3腎で電着した畿料で
娃ケイ 素の ピ ー ク の 大ききが7習およぴiO嘗で電着 し恵 試料 よ 哲,j､き( 怒っ て おり ､ 3嘗で 電
着した読解の 皮膜が 薄くな っ て い る こ とが 授産きれ るe
浴電圧ま8習で電着した試料の霊PSス ぺ ク トプレのS豆2sお よぴ 馳3sの ピ ー タ面積を元看こ得ら鈍
る ケイ 素原子 の 数 に対 する鋼原子 の 敷 の 比 率 ､ CtliS豊モ ル 比萎ま約まで あ っ 藍 ｡ 従 っ て ケイ 素
原子 と娃 ぽ同数の 飼原子 が検出き れて い る ｡ ケイ 酸質渡 申に飼 が薄衣ずる の萎ま十分考 ぇら
- 6逐 一
れ る が ､ ケ イ素 と 同 じく ら い の 豊 が鹿渡中量こ存姦ずる と汝考 え蔓こくい ｡ した澄≦ っ て ､ ゲイ
酸質皮膜 の 下 に 存在 する銅箔 の 飼が検 出き れて い ると考え ち鈍る o 芸P§ス ペ ク ト ル で 汝 表
面力急ら数nEtの 深きまで の 元素 が検出きれ る o y し急が っ で も ま9嘗で5珍聞電着 した試料 の ゲイ
酸質皮膜 の 濃厚は 数n 取扱下 と考え ら鈍る ｡ 3習お よぴ5嘗で電着し藍試料 の 膜質 も数邑恐以 下 と
考えられ る ｡
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5.ヰ.2.3 硫酸 ヘ の 浸せきぎ芸よる重量丹 誠少
ぎi富ふ i5書こ電着した鍔料を5慧硫軽蔑溶液看こ浸せ き したときの 重畳 の 減 少盈 を示 す o 電着
しな い 試料で 毛重畳の 減少量まみ られ ､ 浴電圧呈3警で5秒間電着した試料 ､ 呈8¥翁 よ ぴi3習でiO
秒 間電着 した試料以界 は電着 しな い 試料 と同程度の 減少量となり､ 療頗 を重畳と して 検出
で きな か っ た ｡ ‡逸ス ベ タ ト)レで 亀 ､ こ れ らの 試料 娃電著者の 試料と比 べ て 経とん ど差は な
か っ た o 減少量 の 顕著怒試料で 披､ i3Vで5秒間電着 した試料 ､ 皇8腎でま8秒 間電著 した試料 ､
13V で18秒 間電着 した試料 の 贋 に減少量娃 大 きくな っ た ¢ 奄著 した試料 と電着 しな い 試料
の 減少量 の 差 を皮膜の 重畳 と し ､ 石英 ガ ラ ス の 比重 紹 ,2き を用 い て 巌厚を求 め る と､ 呈3腎
で5珍問電着 した試料 ､ 18写でま0秒 間電着 した 試料 ､ ま3Vで王8珍 問電着L,た 試料 の 億紘そ れ
ぞれ ､ 0.3 5､ 8.7逢､ i.7ii Eiと怒 る o 減少量 の 大きなま8¥ お よ び王3腎で呈8秒 間電着 し藍試料 は
乾燥 に よ っ て 皮膜が粒状化 する蔑象恵富み られ た e 皮膜 申の 永労の 蒸発量こより皮膜 の 体積 の
減少が起 こ り ､ 皮膜 に 無敗の 亀裂を生 じ ､ や がて 粉状化 したもの と考え ら 鈍 る o
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5.ヰ.2.ヰ 電涜密度
F量g.5.i6暮≡電涜密度の 電着時間をこよる 変才b を示ず¢ 浴電圧i8習とi3嘗で萎ま電浅密度の 減少
がみ られ た が ､ 7習以 下で 娃 ､ 放 っ き撃と した減 少はみ られ なか っ た ｡ 浴電圧i3腎で萎ま貴初
から減少 し､ ま8菅で 娃 約5砂後惑ゝら減少がみ られ藍｡ 浴電圧13晋で5捗轟よ び呈8珍 問､ 浴電圧
1e嘗で1e秒 間電着し恵試料 の 鹿渡 が厚i なっ た こ と惑盗ち ､ 電 詫密度 の 減 少量ま主と して 電着
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され た皮膜 の 濃厚の 増尭H妄こよるも の と考えちれ る e ま藍 ､ 電着蔓こよる電蔑密度 の 大きな減
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5.ヰ.2.5 ∈硝8 塊に よ る試寮
F圭g.5. i7蔓こ5啓開電着 した試料 ､ Fig.5. 呈8を=10秒間電著 した試料の 琴麟磯妄ニ よ る酎飼牲
試験結果を示 す¢ 肉艶に よ る観察 で は ､ 洛電圧3¥ で5珍鳥 よ ぴまe珍問電着 し藍試料 砕388O
枚目の 坪解読料以 外で 娃汚れ 披見 られ なか っ た ｡ 38eO境 目の藤樹試料で 汝 ､ 浴電圧呈3腎で呈
8砂開電着 した試料を除き ､ 電着時 間5砂 ､ まO砂 の 試料とも蔓こ浴電圧 が底下する とL
帝
億が低
下 する傾 南が あ っ た e 特蔓こ浴電圧3習の 試料のL
書
優 は低く ､ 肉隈蔓こ よる観察で 亀汚れが 見ら
れた｡ こ れ汝 電着され た皮膜が 薄い ため ､ 摩耗をこより汚れが生 じたもの と考え ら鈍る o ア
ル ミ ニ ウム に対 して 娃 ケイ 酸質厳 披化学的に強く結合 して い るが ､ ゲイ 酸ナ ト リウム 永溶
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の 試料 のも
事
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ー 6冒 -
られ る e また ､ 電着されたタイ 酸賢慮膜 は平蔵葬画像審と して ､ 少なく と亀38O8梗 の 耐麟
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ゲイ 酸 ナ ト リウム 永溶濠を網を陽極と して 電解す る 三 と蔓ニより ､ イ ン キ の 付着 しな い 親
永性の ケイ 酸質の 皮膜が飼養商量こ影威きれ る こ と､ S豊8望i賢亀乏8 の 比が 高く 怒る妄ニ従い ､ 皮
膜 の 好著豊萎ま増加 する こ とが わか っ 藍 o
形成さ れ る皮膜 の 濃厚蔓こつもちて萎ま､ 浴電圧 が低 い 場合 ㌔ 数n 扱以下習極 め て 薄も号膜 と怒り ､
浴電圧が高 くな ると急敦に膜 が厚く怒り､王ii n程度 の 厚さの漠 が形成さ鈍 る と推定審れ 恵 e
短時間で 親永住皮膜 が形成 ぎれ る こ とか ら直接聖平底 ヘ の 応用を考え ､ 電子写薬方式 プ
リ ン タ に よ るト テ - 画像を画像繋 ､ 電着 した ケ イ 酸賢慮巌を葬画像蔀と す る寧巌を作 製 し
て 校正 塊 で 印刷 を行 っ た結果 ､ 問題 は な い と思わ れる 野柄物が 得られ た o ま た も Si8碧の 氏
率の 高 い 溶液を使用 して 電着 した場合 ､ 度濃が 厚く怒 り粉状化 しやず い 三 とが わ恵き つ た ¢
銅箔に電着され た ケイ 酸質皮膜の 平版葬画像部と して の 酎駒軽 ､ よ ごれ軽量ニ つ い て 調 べ
た結果で は ､ 粉状化 しない 範囲で 厚 く電着きれ た皮膜が 平蔵罪画像部と して 適 して い る こ
とが わ か っ た o ま た ､ 少な く と亀､ 3800按以 上 の 酎朝桂が あ る こ とが わ か っ 藍 o
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寮 7葦 結論
以上 ､ 平版葬画像 奮形成の 恵め の ア ル ミ ニ ウ ム 烏よぴ飼養薗の タ イ弊塩看三よ る親永イ巳趨
理 ､ 溢よび イ ン キ の 付着する 表面と付 着 し憩 い 表薗の 界面首b 学的軽質蔓ニ つ旨1て 連 ぺ た e 事
研 究披 主と して ､ 今後発展が期待きれる 直接空軍巌 の 葬簡患者 の 形成毒こ応用す る 三 とを 目
的 と して 行 っ た ｡
以 下妄こ本研究の 成 果を各章 ご とに まとめ て 結論 とする｡
竜王き 黄 2牽で は ､ 平鹿印刷厳 に翁量子るイ ン キの 付着牲 ､ すな わち ､ 固体表面 へ の 湿 し
永 を与 えた後 の イ ン キ の 付着性を調 べ ､ イ ン キ の 付着怪童ま主としで 固体表面の 表面蛮力 の
極性 カ成分の 大 きさ が影響し ､ 極性力感身 の偉 が大きく 怒る と ､ イ ン キ付着桂娃鑑予 ずる
こ と を示 した o また ､ 湿 し永の 表面蛋カが底 下 するとイ ン キの 付着 しな い 固捧表面 の 範囲
が鑑 失する こ とを示 した ｡
(2き 第 3章で 披 ､ シ リ ケ - ト処理 した ア ル ミ ニ ウム 表面g)液中にお蔓ナる永の 接触角盤
よぴ シ リケ - ト処 理 したア ル ミ ニ ウ ム の 直播 墾平版印銅版 へ の 応用妄こ つ い で 検討 し､ 38帝C
で の 処理 で も ､ 高温妄ニ畠け る処理 に比 べ 永 の ぬれ 軽は あまり善が 窺 い こ と ､ シ リ ケ - ト処
理 した表面 に親洩性 の トナ ー 画像を転写 した場合 ち 野郎蔓ニおち､号 トチ - 画像が 披く離き艶
やすく ､ 直接型平鹿倖製の ため に 汝親書由性 画像転写後妄ニ親東低処理で 轟る シ リケ - ト処 理
を牢う方法が 適 して い る こ とを示 した¢ また も 轟る条件で シ 73 グ- ト処理 し藍試 料 ニ つ い
て ､ 形成され るケイ 酸質皮膜の 濃厚を測定 し､ 8,7n 鼠径度で 轟る こ と を示 した o
(3き 策 4牽で 娃 ､ 豪渚聖平鹿 へ 応用 ず る 恵 め妄こア ル ミ ニ ラム 表蘭 へ の タイ 軽質慶膜 の
電着を検討 し､ 短時間の 電着で親蔑牲で イ ン キが緒著 し怨もち酎麟軽の 轟る表面が得ち鈍 る
こ とを示 し恵¢ また㌔ 親森軽度巌 の 形成に 及ぼす洛電圧 の 影響
‾娃大きもぅが ､ 電着時間の 影
響はか萎もち三 とを 承した ｡ また ､ Si82i河盈28 比の 衆きも､ケイ酸チトリウム 溶液珪 どタイ軽質
皮漢が形成 さ甑やすい こ とを示 した o また ､ 電着妄こより形成きれ るタ イ軽質鹿渡の 濃厚 汝
数nzB奴下で あ ると推定され た ｡
(4) 第 5牽で は ､ 飼表面 へ の ケイ 軽質皮廉 の 電着を検討 し､ 短時間の 電着で 親東経 の
表面が得 られ る こ とを示 した ｡ 洛電圧 が低 い場合 ､ 影威き鈍 る度巌の 濃厚娃 数n盈民 下で ､
極め て 薄い 廉 となり ､ 浴電圧 が高くなると急尊に漠 が厚く なり､ iii Ei程度の 厚さの 嬢が 形
成され ると推定きれ た ｡ ケイ 酸質皮膜 の 平版 葬画像部と して の 耐飼性 ､ よ ごれ軽量こ つ い て
調 べ ､ 粉状化 しな い 範囲で 厚 く電着された 皮膜が 平版非常像穿 と して 適 して い る こ と を示
した o また ､ 電着され た蔑永桂表面娃 少なく とも3888按の 耐剖牲 があ るこ と を示 した ｡
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直接型平鹿萎ま感光樹を盛宴と し奄 い た め ､ 製巌が非常妄こ簡単で 轟哲 ､ レ
- ザ - 熟溶融転
写 法 恕どによる ､ 影成き れ る画像 の 高蘭質化蔓こより ､ 今後の 発展が 期待きれる o 本所究で
は 直接 型平版作製の ため ､ ア)レミ ニ ウム および飼表面の ケイ 酸賢慮膜をこよる親永脂 に つ い
て 調 べ ､ どの よう着こ処理 した ら平底 葬画像啓に適 したイ ン 考の 緒馨 し蔑い 表面が得 られる
カゝ示 した e 奉研究で 娃 ゲイ 軽蔑処理をこよ る ア)レミ ニ ラム の 親喪化 を調 べ るため ､ 軽帯化処
理や 陽極酸化処理を施 して な い ア ル かj脱藩処理 し恵だ毒チの 表面 に つ い 胃 弱 ぺ た 鉄 腕藤
処 理 しただ喜子の ア ル ミ ニ ウム を厳封 蔓無光沢膏き と し藍場合 で も ､ 葬画像部の 窺来往 の 強
きな どか ら､ 観 ､ プラス チ ッ ク フ イ ル ム を巌材とする 直描竪琴巌蔓二皇巳ぺ 覆れ る こ とが考え
られ る｡
ア ル ミ ニ ウム を厳封と した 場合 ､ 従来 の ㌘ S巌 と 同じく､ 麹菌化処理 ､ 陽極酸4b 鵜理 を
施 した表面に労 し ､ レ ー ザ ー 熟溶融転写法恕 どで 親書由佳蘭濠 を形成 し藍後､ 親油性物質の
存姦 して ない 非画像審 に親永牲 の ケ イ酸 質皮膜を形成 して 直接型平版を作製すれ ば ､ 葬画
像密 娃保永 艶 麗永牲 の 面から従来 の P S巌 と同様をこ優れ た 葬密漁密特性を示 し､ 画像彰
にお い て 敵 組蘭稚お よぴ 陽極酸化皮膜 の 孔な どに よ る投錨効果 に より ､ 親洩性画像密封
の 接着性 が 向上 し､ 酎飼牲の 向上 が期待で き る ｡ こ れ ちの こ とか ら､ 現在P S厳 に よ る野
郎 の - 部 敵 将来､ 直接型平鹿を=置き換わ る可能性もある o また ､ プ ラ ス チ ッ ク フ イ ル ム
に貼 り合わきれ た銅箔を厳封として ､ 親油性 画像審樹を転写 後 ､ ゲイ 瞥鰐皮厳 を電著t/ e
作製 され る直播型平鹿 亀､ 画像審が飼 表面上に形成きれる ため ､ 画像容顔が摩耗 しで 亀 ､
画像部 と して 機能するこ とが考えられ る o
本研 究は主 として タイ酸塩処理 に よ る平鹿罪画像啓の 作製蔓こ つ い で ､ 今後の 発展 が期待
きれ る直接型平版 へ の 応用を考慮 して 行 っ た ｡ また ､ 本研究 で萎ま､ 平版をこ翁い て イ ン キの
付着す､る表面と付着しな い 表面辻界面化学的に どの よう恕遠い 葱芸ある のカ主調 ぺ た ｡ これ娃 ち
種 々 の 新 し い 平版の 開発をこお い て ､ 画像番および 葬画像審妄こ用 い る宿料の 選択に 役立 つ と
考 え る ｡
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